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重要：

IoT機器のセキュリティ基準（端末設備等規則第 34 条の 10)

「本製品は

  

電気通信事業者（移動通信会社、固定通信会社、インターネットプロバイダ等）の通信回線

（公衆無線 LAN を含む

  

）に直接接続することができません。本製品をインターネットに接続する場合は、必

ずルータ等を経由し接続してください。」

NVRはVIVOCloud

 

Retailアプリもサポートしています。詳しくは、VIVOCloud

 

Retailアプリ のユーザーガイド
をご参照ください。
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*
 
Rev.

 
1.0：

 
初期リリース。

*

   
Rev.

 
1.1：

  
ファームウェアrev.

 
4.0で、録画ボリュームとして16TB以上をサポート。

 
（ユーザは、それまでのボリュームを

削除し、16TBを超える容量のボリュームを新しく再作成する必要があります。）

	
　　　　混雑回避ソリューションをサポート。

 
	
	   

 

 
 

重要：

1.

 

実行しているファームウェアのバージョンが3.4以前の場合、容量が16TBを超えるボリュームを使用するには、
ファームウェアをアップグレードし、これまでのボリュームを削除して、ボリュームを再作成する必要があります。	

 

 

3. ボリュームを削除すると、そこに格納されていた録画も消去されます。

 

4.
 
ボリューム上限の16TBへの引き上げは、USB3.0外付けストレージにも適用されます。

 

  

重要：

 
 

 

重要：

　　　　　サイバーセキュリティ管理をサポート。

　　　　1x1ビューセルでローカルデワープ（歪み補正）1O/1R/1O3R/1O8R機能をサポート。

 
  

搭載PoEはエンドスパンポートです。

2. 

    
ボリュームを削除すると、録画も削除されます。ボリュームを削除する前に、録画をバックアップしてください。

実行しているファームウェアのバージョンが4.xの場合、古いファームウェア（ 3.x）にダウングレードすること
はできません。

例えば

改訂履歴

一部の低品質なネットワークケーブルを使用すると、転送速度が著しく低下することがあります。NVRのアップリンクポー

トには太さが24AWGのCAT5eまたはCAT6ケーブルをご使用ください。24AWGネットワークケー

 

ブルを使用すると、26

AWGや28AWGネットワークケーブルよりも電線の抵抗が小さくなります。

また高ノイズの環境ではシールドされたネットワークケーブルをご検討ください。

システムリソースの制限により、全方位カメラの全ての歪み補正モード（1O/1R/1O3R/1O8Rを含

む）は、1台の全方位カメラについて1x1ビューセルでのみ実行できます。

*Rev.1.2：ファームウェアバージョン4.1。

　　　　　CSRの作成、証明書のインポート/エクスポートに対応。

　　　　　PoEネットワーク：Net2 DHCPの有効化/無効化。

　　　　　新しいVCAイベントに対応（逃走検知、条件付き侵入検知、駐車検知）。
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1.

 

サポートしているWebブラウザ：

         

-

 

Chrome

 

v68.0.3440以降の公式バージョン

 
         

-

 

Firefox

 

v61.02以降の公式バージョン
2.

 

対応OS

        
        

-

 

Windows

          

■

 

Windows

 

7、64ビット

          

■

 

Windows

 

10
3.

 

最小PCハードウェア要件

       

1.

 

CPU：Intel

 

i5第4世代以降

 
       

2.

 

RAM：4GB以上

ノート： 
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本書で使用されている記号と説明

i  	 情報：使い方または問題発生の防止に役立つ重要なメッセージやアドバイスです。  
 

   ノート：製品の機能の使い方に関連するガイダンスやアドバイスです。
  

  ヒント：インストール、機能、手順を理解するのに役立つ情報です。
   

 警告!または重要：製品またはユーザーにとって危険な状況があることを示します。  
   

 ：ユーザーに高電圧の電気的な危険が発生する可能性がある場合を示しています。

 
 

ご使用の前にお読みください

 

 

■ ND9213P
■ 電源アダプタ
■ クイックインストールガイド  

■ マウス            
■ ねじ                  
■ フットパッド 

 
 

 

ノート：

監視デバイスの使用は、お住まいの地域で制限されている場合があります。ネットワークカメラは、高性能の

Web 対応カメラであるだけでなく、監視システムの一部でもあります。この製品を取り付ける前に、そのような 使

い方が合法であることを、ユーザーの責任においてご確認ください。

まず初めに下記のパッケージ内容に従って、受け取った製品の内容が完全であることを確認して下さい。ネットワークカメ

ラ とNVRをインストールする前に、クイックインストールガイドの警告に注意してください。次に、誤った組み立てや取り付け

によ る損傷を防ぐため、インストールに関する説明の指示を注意深く読み、それに従ってください。これにより、製品が意

図した とおりに正しく使用できます。

ネットワークカメラとNVRはネットワークデバイスであり、ネットワークの基本的な知識があれば容易に使用することができま

す。ビデオ共有、一般的なセキュリティ/監視など、さまざまな用途向けに設計されています。設定の章では、ネットワーク

カメラを最大限に活用して適切な操作を行う方法を提案しています。クリエイティブでプロフェッショナルな開発者にとって、

オペレーティングシステムと管理ソフトウェアは、メインボードに搭載されたフラッシュメモリにインストールされていま

す。 オンスクリーンコントロールのプラグインをWeb コンソールで実行する場合を除いて、ソフトウェアをインストー

ルする必要はありません。

パッケージ内容

電気的危険

ネットワークカメラのURLコマンドは、ホームページのカスタマイズやWebサーバーとの統合に役立ちます。
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第1章 ハードウェアの取り付けと初期設定  

ネットワークビデオレコーダーの紹介

VIVOTEK のND9213Pは、H.265  LinuxベースのPoE内蔵スタンドアロンNVRです。最大4CHの ネットワークカメラ

に対応しています。NVRは4x  802.3  at/af  PoEポートに対応しています。 NVRにはPoE電力情報が表示され、よ

り便利かつスマートにインストールできます。

 

 

 

NVRは、HDMIおよびVGAの ビデオ出力に対応しているため、ユーザーはマウスとキーボードを用いてGUI

 

OSDインタ フェースを制御できるので、NVRからビデオの検索または再生を行う際に、別にPCを用意する必要

は ありません。また、直感的で使いやすいVIVOTEK

 

GUIのデザインにより、スムー ズな制御が可能です。

特長

●

 

802.3at/af準拠PoEポートx4、シングルポート 30W（合計最大50W）

 

 

また、iOSデバイスやAndroidデバイスにそれぞれ対応しているVIVOCloudとiViewerアプリによってリモートでモバイ

ルアクセスが可能です。VIVOCloudアプリは、アラーム通知によってトリガーされると、インスタント・プッシュ通知とダ

イレクト・ビデオ再生機能を提供します。これにより、 小規模から中規模のビデオ監視用途における

シームレスな使用が可能になります。

H.265動画圧縮技術を採用し、最高8TBのストレージ容量を得られるHDDを1台内蔵しているため、NVRはH.

264システムよりも30%以上大きい 確保できます。この進歩により、ストレージ容量が増えるため、長

時間のビデオ録画が可能になります。

高品質で精細な画像を得るために、NVRは、最大4K、8メガピクセルのネットワークカメラ解像度に対応していま

す。さらに、 VIVOTEKの全方位ネットワークカメラの「魚眼レンズ

の歪み補正」機能をサポートしており、複数の歪み補正モードをライブビューと再生時に行うことができ、ビデ オビ

ューの角度の正確性を期し、 詳細な情報を提供します。最後に、ターゲットイベン ト

を素早く直観的に見つけ出せるよう、NVRには「ストーリーボード検索」機能が搭載されており、これにより、 直感

的なタイムラインで過去の録画を一目で確認できます。

●

 

内蔵Linux上で実行

●

 

1

 

x

 

HDMIおよび1

 

x

 

VGA（ローカルディスプレイ用）

●

 

1

 

x

 

HDD

●

 

1

 

x

 

Gigabit

 

RJ45イーサネットポート（アップリンク）

●

 

2

 

x

 

USBポート（1

 

x

 

USB

 

3.0および1

 

x

 

USB

 

2.0）

●

 

263.6（W）x

 

247（D）x

 

43.3（H）mm、

 

重量:

 

2.35kg（HDDを含まず）

●

 

4-CHライブビュー

 

&

 

4-CH同期再生（Webコンソール）

●

 

H.265

 

/

 

H.264

 

/

 

MJPEG

最大

フレキシブル

でインテリ ジェントなNVRの

録画容量を

NVRは、ローカルまたはWebコンソールを介して、

フレキシブルな使用のための

ローカル

ー
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● PTZをサポート

 

 

3Dカウントカメラ�������

35 / 50
CURRENT   ALLOWED

SPACIOUS

このソリューションでは、以下を実現できます。

• 施設を出入りする人数を正確にカウントする。

	
	
	

	

 

 

NVRは、ソーシャルディスタンスソリューションに組み込むこともできます。以下で簡単にご紹介します。
 

● スナップショット  / 映像の取り出し 
● デジタルズームビデオコントロール

● QRコードで携帯電話から簡単にアクセスできるVIVOCloud

● DI/DO接続用端子ブロックピン

●
 

設定のバックアップ
 

/
 

復元

●
 

VIVOTEK
 
VAST

 
Central

 
Management

 
Softwareとの互換性*

●
 

VIVOTEKネットワークカメラと統合

●
 

VIVOTEK
 
iViewerをサポート（iOS/Androidスマートフォン用アプリケーション）

*
 
VIVOTEK

 
VAST

 
Central

 
Management

 
Softwareはこのパッケージに付属しておりません。

入店人数の制限を設定して、制限に達したときにメッセージを表示できます。入店者数を数えるためのスタッフを

配置するかわりに、このソリューションが入店者数のコントロールをサポートします。

•

 
HDMIモニター上に入店人数を表示する。

•  ソーシャルディスタンスが不要になった時には、経営者はソリューションをVIVOCloud  Retailソリューションに移転

できる。

•  VIVOCloudユーティリティによってスマートフォンのアプリに通知を送信する。

空き

混雑

満員

新型コロナウイルスの世界的流行に際し、多くの国では感染拡大防止のため、ソーシャルディスタンスの確保が求

められています。その方法の1つが、人々が働いたり、必需品を購入できるようにしながらも、建物内の人の数をコ

ントロールすることです。施設の入口と出口に３D人数カウントカメラを設置し、現在の入店者数を店頭に表示で

きます。
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HDMI

NVR
PoEスイッチ

3Dカウンティング
カメラ

-または-

HDMIエクステンダー

入口/出口

	
	
	  
	

 

ソーシャルディスタンスパッケージは下記の構成で提供しています。 　　　

     　1. SC8131 3Dカウンティングカメラ1台または複数台。

　　　　2. PoEスイッチ1台

　　　　3. NVR 1台

　　　　* イーサネット、HDMIケーブル、HDMIエクステンダーはユーザーがご用意ください。

イーサネット
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安全上のご注意

• 本機に物を落としたり、強い衝撃を与えないで さい。

• 本機のカバーの上に物を置かないで さい。

• 本機から熱や煙が出た場合、ただちに使用をやめ本機からプラグを抜いて さい。

•

 

異常がある場合は、お買い上げ取扱店へご連絡ください。

•

 

本機の分解、部品の取替えは、危険がある為、行わないで さい。

•

 

感電の危険性があるため、カバーを外さないで さい。

•

 

すべてのメンテナンスおよび修理作業は、資格のある担当者が行ってください。

•

 

製品に付属のケーブルを使用してください。外部機器との接続には適切なケーブル使用ください。

•

 

外観に破損がないかどうか確認してください。破損が見られた場合は使用を中止してください。

•

 

アークや火花が生じる恐れのある場所を避けて使用して さい 。通気口をふさがないで さい。

•

 

本機は、乾燥した涼しい風通しの良い空間で保管・使用をして さい。また、燃えやすい物から、離れた

場所で保管・使用をして さい。内部を冷却するためのファンが組み込まれている機器では、本機の前後に

物を置かず、スペースを空けて さい。

•

 

感電の危険性を減らすことと、腐食の防止のため、屋外設置ができない機器は雨や水しぶきのかかる場所

で保管・

 

使用をしないで さい。

•

 

本機を使用していない時は、入力

 

/

 

出力プラグを取り外して さい。

•

 

保証期間内であっても不正改造を発見した場合、保証の対象外とします。

くだ

くだ

くだ

くだ

くだ

くだくだ

くだ

くだ

くだ

くだ

くだ
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筐体寸法
    

  

1 2 3

1
2
3

1 ハードウェアの説明    

ネットワークアップリンクステータス/アクティビティLED
システムステータスLED
システム電源ステータス

正面
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背面 

9 13458

26 7

1 PoEポート #  1～#4 6 音声出力

2 RJ45ポート  -  GbEアップリンク 7 VGA

3 HDMI 8 USBポート、上：3.0、下：2.0

4 音声入力 9 電源入力（48V  DC）  
5 DI/DO端子ブロック  

重要：

NVRの4つのPoEポートの合計最大供給電力は50Wです。

 NVRが対応しているPoE規格に、適合したカメラであることを確認してから設置してください。
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重要：

筐体の背後に25cmのスペースを開けてください。このスペースは、筐体に適切な空気の流れを作り、熱

を逃がすために必要です。
  

 

25cm

 

ノート： 
[リセット]  ボタンを用いて、システムを初期化することができます。ボタンを5秒以上押したままにす ると、デ
フォルトの復元が開始されます。 

リセットボタン

正常な動作のために、周囲に空気の流れがある状態を保ってください。システムを密閉したキャビネット

内に置くなど、筐体周囲の空気の流れを妨げることは避けてください。
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ハードウェアの取り付け
 

2

2.  プラスドライバーで側面と筐体背面の固定ねじを緩めます。上部カバーを後ろにスライドさせて取り外し
ます。

 
 

 

X4 X2

SATAハードディスクはユーザーが用意してください。ネットワークビデオレコーダーは、 ほとんどの既製の

SATAハードドライブをそのまま使用できます。

1.  筐体底部に4個のフットパッドを取り付けます。
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3.   上部カバーを取り外します。  

X2 3mm

4.   
 

付属の2本のねじを、ハードドライブの底部の、コネクター側近くの2個のねじ穴に取り付けます。この段階

で、ねじは完全に締め付けないでください。ねじ頭がねじ穴より3～5mm上になるようにします。
 



 

 

VIVOTEK - Built with Reliability

 
User's Manual - 17  

5.   SATAの電源とSATAのデータケーブルをハードディスクドライブに接続します。  

SATA電源 　SATAデータ
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6.  
 

ハードドライブを筐体に取り付けます。ねじを筐体底部に通し、ハードドライブ底部の取り付け穴を使用し

てハードドライブを固定します。ハードドライブを取り付ける際、ラベルがある側を上にし、コネクター側を筐

体の外側に向けてください。
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	 ねじをハードドライブに固定する際、ねじを完全に締め付けないでください。ねじを半分ほど締め、ねじの

頭をキースロット穴に挿入します。所定の位置にセットしたら、筐体底部からねじを締めます。

 
  

X2
底部
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7.  完了したら、上部カバーを取り付けます。
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インターフェースの接続

1.  HDMIケーブルを使用してモニターを接続します。VGAにも対応しています。

 
 

3

Camera 01 Camera 02 Camera 03

Camera 04 Camera 06Camera 05

Camera 07 Camera 08 Camera 09

LAN/WAN 

USB 3.0 & 2.0

AC  100-240V、
 96W

USB 3.0

	  

ノート：

2.  CAT5eまたはそれ以上の品質のイーサネットケーブルをGbEイーサネットポートに接続します。

3.  マウス、キーボード、USB光学ドライブ、USBサムドライブ（FAT形式でフォーマットされているもの）などの

   USBデバイス、ジョイスティック、UPSを接続します。

4.
 
センサー、リレー、アラームなどの外付けデバイスを端子ブロックに接続します。

5. 本器を電源アダプターに接続します。
 

外付けUSBストレージは、USB  3.0ポート（上側のポート）に接続してください。
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ノート：

2.  USB  3.0インターフェース（上側のポート）に接続した外付けストレージエンクロージャーについて、以下にご注
意ください。

  2-1.
 
外付けUSB

 
3.0ストレージを取り付ける場合、最大ボリュームサイズである16TB がサポートされます。NVR

は、最大5台のディスクドライブを備えたUSB
 

3.0ストレージへの接続をサポートしています。外付けストレー

ジの最小ストレージ容量は64GBで す。

  
  

2-2.

 

外付けストレージは、NVRよりも先に電源を入れてください。

2-3.

 
ホットスワップはサポートしておりません。外付けストレージを取り外すと、NVRの内蔵ディスクドライブを使

用して録画が継続されます。

 
 

2-4.
 
外付けストレージのストレージ構成は、個別に構成されます（例えばRAID構成など）。外付けストレージ

のRAIDボリュームは、 1つの大きなディスクドライブとして認識されますので、[ストレージ構成]

 

画

面でボリュームを作成してください。

 
 

2-5. 
 

外付けストレージのディスクドライブがNVRのストレージボリュームとして構成されていない場合、これを外付

けバックアップデバイスとして使用できます。そのためには、外付けストレージのディスクドライブをFAT32また

はNTFS形式でフォーマットし、NVRの録画したビデオをこれらのディスクドライブにエクスポートします。 

  1.  搭載DHCPサーバーは、接続されるPoEカメラのIP（10.1.1.1または192.168.2.1以上）を設けています。アップリン

クイーサネットポートは、接続するネットワークから異なるIPを取得します。PoEポートとアップリンクは異なるネット

ワーク上にあります。   

システムはMACバインディングをサポートしていますが、DHCPサーバーの有無に関わらず、 システムはネッ
トワ ーク内のVIVOTEKのカメラを検知可能です。

アップリンクポートが10.1.1.xネットワークに接続されてしまった場合、PoEサブネットを192.168.2.xセグメント

に必ず変更してください。

NVRには
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端子ブロック接続

端子ブロックのピン配列は以下のようになっています。  
 

 
  

  

  

ssss

コモンピン

ノーマルクロー ズ
ピン

1 OUT
2 COM
3 OUT
4 COM
5 IN
6 IN
7 IN
8 IN
9 GND
10 GND

GNDはDIの共通グラウンドです。
 

2-6. 制限事項： 
	  

 
•

することはできません。
	  

• 	  外付けストレージへの接続インターフェースは、USB  3.0仕様に準拠している必要があ

ります。   

リレーピンの初期状態は、ノーマルオープン（NO）に設定されています。リ レーまたは外付けデバイス の信号

線をシステムに接続すると、システムは現在の信号ステータスを自動的に検出しますので、ライブビュ ーのDI

/DOパネルを用いて外部デバイスへトリガーすることができます。

 

また、システムのアラーム設定を行うことで、システムイベントの発生時に自動的にリレーピンがトリガーするよ
うに設定することができます。117 ページのアラーム設定をご参照ください。

ノーマルオープンピン

コイル

• 外付けストレージのディスクドライブまたはボリュームが1TB未満の場合は、これをNVR

のボリュームとして構成することはできません。

外付けストレージのディスクドライブにビデオをエクスポートする際、他のディスクドライブ

を選択して新しいボリュームを作成
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入力するテキスト長の制限：
*

 

ユーザーアカウント：英数字64文字

*

 

パスワードで使用できるのは印字可能なASCII（0x21～0x7E）文字すべてとスペース（ x20）です。

	

!"#$%&\'()*+,-./0123456789:;<=>?@ABCDEFGHIJKLMNOPQRSTUVWXYZ [\]^_`abcdefghijkl

mnopqrstuvwxyz{|}~

*

 

IPドメイン名：host.xxx.yyy.zzz

 

-

 

63バイト、合計：253バイト

*

 

Eメールアカウント：local @domain _name _part

 

-

 

local

 

-63バイト

 
	  

domain_name_part

 

-

 

253バイト。

*

 

アカウントパスワード：英数字64文字

*

 

パス名：英数字256文字

0
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初期設定 - ローカルコンソール経由     4

画面上のメッセージに従って、初期設定を完了します。

 

        

1. モニターをHDMIまたはVGAケーブルで接続します。

 

初めに、システムを保護するためのパスワードを設定してください。

アルファベット、数字および特殊文字の組み合わせによる8文字以上の適切な強度のパスワードを設定します。 
 

1. 	UIの言語、タイムゾーン、現在の日付と時刻を選択します。[続行]  ボタンをクリックして次に進みます。

  

 

2. マウスまたはキーボード、あるいはその両方をNVRに接続します。
 

3.
 
この時点ではシステムの構成は完了しておりません。

入力

した日付と時刻が正しいことを確認してください。

ローカルコンソールには次の物が必要です。
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初期設定時を除いて、システム時刻を変更すると既存の録画に不具合が発生する可能性があり ます。現

在の システム時刻を、ビデオ録画が行われた時刻に戻すと、二重にファイルが生 成され、これらのファイルは

再生 出来なくなる恐れがあります。  
  

重要：

2.  続いて、接続したカメラのローカルサブネットのスキャンが始まります。  

3. 	ネットワーク上で検出されたすべてのカメラが自動的に選択されます。必要に応じて、NVRから除外したいカメラ

を選択解除してください。[続行]  をクリックして次に進みます。
 

  

	 NVRは自動的にカメラのストリーミング設定を変更します。セットアップウィザードのカメラの追加プロセスはスキッ

プしないでください。
 

NVR  PoEポートに接続されたカメラは、デフォルトゲートウェイ10.1.1.1または192.168.2.1のセグメントで設
定されます。    
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1.  最大デコード帯域幅：

   
          H.265

3840x2160@30fps  1  CH   

1920x1080@120fps
 

4
 

CH
	

H.264	
3840x2160@30fps

 
1

 
CH	

 

1920x1080@120fps

 

4

 

CH

	

録画スループット：

64 Mbps

ネットワーク経由でアクセスする場合、総ストリーミングスループットは88Mbpsになります。

 

5秒（最大10秒）

事後録画：20秒（最大300秒）
	  

 

	
ストリーム1の解像度とfps（フレームレート／秒）は、それぞれのカメラの仕様によって異なります。

 
  

2. 自動セットアップ機能

 

 

ノート：

  

 
 

事前録画：

 

カメラが設定されると、ストリーム1が録画ストリームとして使用されます。

 
 自動セットアップは自動的に次の設定ステップに進みます。 

カメラにアクセスするための「ユーザーネーム」、「パスワード」を入力します。
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必要に応じて、IPv6アドレスを手動で入力してカメラを追加することができます。  

 

               

点では、デバイス検索 でIPv6アドレスを使用したカメラの検索はできません。

  

ノート：

IPv6アドレスを使用する際は、以下にご注意ください。

1. 例えば、「0000:0000」を「 など）。

 2. 不正な文字を入力すると、警告メッセージが表示されます。

省略に対応しています（ ::」とする

パネル現時
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4. 	 取り付けたディスクドライブからボリュームを自動的に作成します。このプロセスは数分かかります。ハ ー ドディスクは1

つのディスクボリュームとして構成されます。 これらのボリュームを

   
削除し て、RAIDボリ

ュームを作成することができます。
 

  
  

  

5. 	オプションのユーティリティであるVIVOCloudは、AppleおよびAndroidアプリストアから入手できます。VIVOCloud は

VIVOTEKが管理するサーバーによって機能し、クライアントデバイスとネットワークカメラ/CMS/NVR間でビデオリ

クエストのブリッジングやトンネリングを行います。このユーティリティによって、インターネット経由でアクセスするため

のネットワークの構成が簡単にできます。

 
 

	  
	 1.

 
VIVOCloudユーティリティをダウンロードしてスマートフォンにインストールします。

2.  NVRとスマートフォンの両方がインターネットにアクセスできることが必要です。

 
	  

	
このユーティリティを使用すると、ルーターでIPポート転送を設定したり、NVRのDDNSアドレスをセットアップする必要があり

ません。また、NVRのIPアドレスが不明でも問題ありません。VIVOCloudユーティリティで、接続に必要なネットワークパラメ

ータが自動的に管理されます。VIVOCloudには、iViewerユーティリティとよく似た表示・再生インターフェースが搭載されてい

ます。

 

VIVOCloud を使用してスマートフォンからNVRを接続するには:   
5-1.ウィザードの [VIVOCloud] ボタンをクリックします。

  

[設定] > [ストレージ] 画面で、

VIVOCloudを利用するための前提条件は以下のとおりです。
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User

5-4. デフォルトのライブビュー画面が表示されます。下側の  [追加]  ボタンをタップしてデバイスを追加します。

  

NVRはVIVOCloud  Retailアプリもサポートしてい ます。

詳しくは、VIVOCloud  Retailアプリのユーザーガイドをご参

照ください。  
 

  

5-2.   
5-3. 

QRコードが生成されます。

スマートフォンからQRコードユーティリティを開きます。アカウントを登録済みの場合は、[ログイン]を

タップし ます。アカウントを登録していない場合は、[サインアップ]をタップしてVIVOTEKサーバーからアカ

ウントを 登録します。
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5-5. [デバイスを手動で追加]  ボタンをタップします。
  

5-6. 次に、 のレンズをNVR画面（ステップ5-3）に向け、[QRコードをスキャン]  機能

を使用し て接続を確立します。あるいは、手動でデバイスIDを入力することもできます。    

スマートフォン
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6. 	[完了] ボタンをクリックします。

 

5-7. このプロセスは完了までに数秒かかります。
    

5-8. NVRおよび接続されたカメラにアクセスできるようになりました。
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LEDインジケーター

1.  NET LED 1  緑色点滅 データの送受信中です。
 2 イーサネットアップリンクが切断されています。

 2.  STATUS  LED 1  緑色点灯 システムの準備が完了しています。  
2  緑色

 

1秒間隔で
点滅

ファームウェアまたはデバイスパックの更新中です。

3  赤色点灯 1.  S.M.A.R.T.関連のディスクエラー

 
   

3.  POWER  LED 1  緑色点灯 NVRの電源がオンになっています。  
2 NVRの電源がオフになっています。  

5

1 2 3

名前 動作 定義

消灯

消灯

2.  構成したH.D.D.が見つからない
3.  H.D.D.がいっぱいです。ブザーも鳴ります。ブザーが停止
すると、LEDも通常に戻ります。
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電  

  
  

     

 

電源のオン/オフ6

電源コードを外します。

     

 

源をオン/オフするには、

初期設定で：

1. 電源アダプタの電源コードを電源コンセントに接続します。

2. 電源アダプタのDCコネクターをNVRの電源ソケットに接続します。

電源をオフにするには：

[設定]> システム概要]の[シャットダウン]ボタンを使用します。[
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1.  ストレージシステムは完璧な安全性を備えているわけではありません。ファイルシステムの破損、オペレーティン

グシステム の不具合、ウィルスへの感染、HDDコンポーネントの故障などにより、データが破損する恐れがあ

ります。その ため、定期的にデータをバックアップすることが強く推奨されます。VIVOTEKはデータの損失や復

元に関する責任は負いません。  
   

 
2. 全てのLEDが消灯しているときは、システムの電源はオフ状態です。システムの稼働中に電源ケーブルを抜

かないでください。 これを行うと、データの不整合が発生します。 通常の電源オフ手順では、キャッシュされ

たデータをディスクに書き込むことができます。 

 
  

 

システムのブザーが鳴った場合は、マウスカーソルを動かしてメイン画面のポータルを表示し、[ブザーを停止]

 
ボ

タンをクリックします。
    

ボリュームが損失などの深刻なシステム障害が発生すると、システムのブザーが鳴る可能性があります。シス

テム障害の原因を検証し、ブザーを停止してください。

ノート：

警告：
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混雑回避ソリューションの設定7

Camera 01 Camera 02 Camera 03

Camera 04 Camera 06Camera 05

Camera 07 Camera 08 Camera 09

2.  人の往来がない場合、NVRは「NO  COUNTING  DATA」に戻ります。

	 カウントエリアを人が横断しているのにカウントデータが表示されない場合、 NVRの設定とカメラの接

続 を確認してください。
 

1. デスクトップで、マウスを動かすとメインポータルが表示されます。下部の  [混雑回避]  

        
       ボタンを

 クリックします。
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3.  [現在]の数をクリックします。

4. 	スタッフ数を入力します。この数字は、開店前に入力できます。  
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5.
 
システムは、現在の入場者数として4を表示します。

6.  [設定]ボタンをクリックすると[設定]オプションが表示されます。 
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店舗/施設の各パラメータを設定します。

許容される入場者数：施設に入ることができる最大人数を入力します。  

カウント画面上の表示：
 

	
  

	
  

 
	

 

 

                          

 

  

空き人数 - 最大人数を超えずに入場することができる人数。

現在の入場者数 - 施設に入場した人数。

許容される入場者数：

          施設に入場可能な最大人数を表示します。

スケジュールされたリセット：

リセットをスケジュールしておくと、店舗/施設の閉鎖後にカウント結果（入場者数と退場者数、 建物

内にいる人数）をクリアできます。
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混雑度：  
 -    

		 低 - 建物内の人数が最大許可人数の75%未満。

中 - 建物内の人数が最大許可人数の75%に達している。

高 - 最大人数の閾値を越えている。

 
		
		  
モード2  -    
		  
		  
		  

高度な機能：

 3Dカウントシステムをカウント画面に表示

 

-

 

3Dカウントシステム情報を表示します。

Powered

 

by

 

VIVOTEKをカウントページに表示

 

-

 

Powered

 

by

 

VIVOTEKという文字をカウントページ

に表示します。

 
  

モード2では、低または高のステータスのみが表示されます。

低 - 人数が最大許可人数未満。

高 - 最大人数の閾値を越えている。

        モード1 
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アラーム通知の設定：    
1.

 
ライブビューから、[設定]

 
>

 
[アラーム]を選択します。システム設定画面を表示するには、システムの

認証情報を入力する必要があります。

 

	

    アラームの名称（例えば、Alarm

 
from

 
Crowd

 
Control

 
site

 
1など）を入力します。

2.  [注意人数に到達]、[最大人数に到達]、[最大人数をクリア]を選択します。

 	   右下の[次へ]ボタンをクリックします。
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3.  [VIVOCloudアプリ通知]を選択します。これを選択すると、入場者数の通知を携帯電話で受け取る

ことができます。[次へ]をクリックして続行します。

 

   

4.  必要に応じて、アラーム通知を有効にする期間をスケジュール設定します。デフォルトは常時です。

	

[完了]をクリックすると設定が有効になります。
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5.  アラームがトリガーされる（例えば、満員レベルを超える）と、VIVOCloudアプリを通じて即時通知を受信できます。  

	
 

混雑回避ソリューションに接続したVIVOCloudアプリには[混雑回避]ボタンが表示されます。



 

 

VIVOTEK - Built with Reliability

 
44 - User's Manual

	 現在のステータスが画面に表示されます。施設や店舗の入場者数の状況を常に監視できます。
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カスタマイズ可能な画面設定：    

1.  ソーシャルディスタンスコントロール画面を表示して、[設定]ボタンをクリックします。
   [外観]をクリックします。  

	   

2.  各種画面のウィンドウをカスタマイズできます。各色のウィンドウをクリックします。
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	 低、中、高の3つのメイン画面があります。混雑度のレベルの画面を選択して、画面の設定を行います。
 

3.  画像（例えば企業ロゴなど）のサイズ情報を参照できます。 

   画像ファイルを用意して、USBサムドライブに保存します。
	

	
 

画像サイズ 画像サイズ
240x80ピクセル 1820x40

背景色 1920x910 現在の入場者数 240x30
1820x90 許容される入場者数 240x30
1820x375 1820x80

ウィンドウ ンドウ

  すべての画面ウィンドウのサイズを書き留め、画像ファイルを用意してアップロードすることをお

勧めします。

ロゴ

ヒント
アクション

人数

情報

ピクセル
ピクセル
ピクセル

ピクセル
ピクセル
ピクセル
ピクセル

ウィ
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4.  「マスクをご着用ください」などのお好みのテキストを入力して、画面の情報を変更することができます。

 

	

5.  すべての画面ウィンドウの設定が完了したら、画面右上の[適用]ボタンをクリックしま す。
 

3段階の入場者数に対して、3セットの画像の組み合わせが必要です。
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セクション1 

第2章 
ローカルコンソールインターフェースの説明

Camera 01 Camera 02 Camera 03

Camera 04 Camera 06Camera 05

Camera 07 Camera 08 Camera 09

ローカルコンソールによる
管理



いさだく照参ごをジーペ86、はていつに能機トーポスクエのルイァフ画録

。すまし示表をルター

ポルーロトンコンイメてしクッリク度再をルセーュビラメカ、らたしまし了終が定設るよにルターポラメカ
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。

 

 

 

 

 

デフォルトでは、ライブビューはHDMIモニターに表示されます。ローカルコンソールのインターフェースのアーキ
テクチャは以下のとおりです。 

ライブビューのメイン画面

メインコントロールポータル

PTZ 

デジタルズーム

録画クリップの再生

オーディオ

DI/DO 

スナップショット｜手動録画

カメラの選択解除

設定ポータル

カメラポータル

ビューセルが選択されている場合

カメラ

アラーム

システム

ユーザー
ユーザー

ストレージ

ネットワーク 

POS 

情報

ログイン/ログアウト 

ストレージ

定期バックアップ

IP 

DDNS 

サービス

HTTPS認証

仮想キーパッド 

概要（カメラ接続とストレージ） 管理

録画

メディア

画像

PTZ設定

情報

表示

設定

ブザーの停止

レイアウト

アラーム入力/出力

録画クリップの検索

録画ファイルのエクスポート

動体検知

ログ

POS 

Trend Micro IoT Security 

ポート転送

アラーム

PoE管理

Eメール

ファームウェアの更新

メンテナンス

VIVOCloudサービス

時間検索パネル

アラーム検索

スマートVCAイベント検索

POS検索

ストーリーボード 

カスタマーサポート

UPS 
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2-1. はじめに 

1.  設定メニューへのアクセス方法     
NVRにマウスが接続されていることをご確認ください。マウスカーソルを動かすと、ツー
ルバーが画面に表示されます。  このツールバーで設定できるすべてのオプションについて
は、63ページの第3章をご参照ください。  

  

2.  カメラツールバーへのアクセス方法

  

このツールバーには、メカニカルPTZをサポートしているカメラが表示されます。

このツールバーには、メカニカルPTZをサポートしていないカメラが表示されます。

 

ツールバーを隠すこともできます。ライブビュー画面で右クリックすると オプションが表示

されます。   

ツールバーを使用して、以下のような操作ができます。
 

1.
 
1回クリックしてビューセルを選択すると、ツールバーが表示されます。

2.
 
ダブルクリックするとビューセルが展開され、全画面表示になります。

3. 再度ダブルクリックするとビューセルが折りたたまれ、元のサイズに戻ります。

ヒント：

操作したいカメラをマウスで1回クリックし、ビューセルが選択されます。選択したカメラの操作が可能となり
ます。
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パン/チルト
コントローラ

 
 

 

プリセッ ト
ポイン ト

 移動速度の
設定  

パトロールボタン

PTZコントロールパネル           　　　　　　　　　　　ジョイスティックタイプのPTZコントロールパネル

3.

 

録画したビデオの取得およびアクセス方法

 3-1.

 

2時間以内に撮影された1台のカメラ録画映像へアクセスするには、左クリックして対象のカメラを選択
し、[録画クリ ップ]ボタンをクリックします。

 
 

1回クリックして時間を選択します。ユーザー名とパスワードを入力するよう求められま

すので、admin（デフォルトのユーザー名とパスワード）と入力して、[ログイン]を クリック

します。

    
   

PTZプリセット：PTZカメラにプリセットポジションが登録されている場合、このボタンをクリックするとプリセットメニューが
表示されます。   

パン/チルトコントローラ：内側の円を目的の方向に引っ張ります。マウスボタンを放すと動きが停止します。
 

  フォーカスコントローラ：フォーカスコントローラのボタンは、PTZカメラなどの、レンズモジュールのフォーカスコントロー

ルが搭載されているカメラに適用されます。
  

ホーム
ポジション

ズームコ ント

ローラ

ズームコントローラ：ズームコントローラのボタンは、PTZカメラなどの光学ズームモジュールが搭載されているカメラ
にのみ適用されます。

フォーカスのファー

フォーカスのニア

任意のプリセットポジションをクリックするとポジションに移動します。



いさだく照参ごをジーペ64、はくし詳ていつに

能機索検
 

すましクッリクをンタボ]索検のプッリク画録[）。んせまし択選はルセーュビ（すまし示表をー

バルーツ、てしか動をルソーカスウマ。すまきでもとこるすスセクアてい開をウドンィウ索検、は像映画録 2-3
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10:32:56
2015.09.22 1x

2016.05.16
03 - Camera 03

17:15:41
1x

2016.05.16
01 - Camera 01

17:15:41
1x

再生ウィンドウが表示され、選択した時点（例えば30秒前など）から再生が始まります。この機能により、直

前に起こったことを素早く確認できます。
 

 

.

。

。

   
 
  

ユーザー名とパスワードを入力するよう求められますので、
  

  

 

  

admin
  

（デフォルト

のユーザー名とパスワード）と入力して、[ログイン]をクリックしま す。

ログインした後で、パスワードを変更することが強く推奨されます。
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4.  システムアラームの受信方法  

システムアラームトリガーの設定方法については、117ページをご参照ください。例えば

アラームのトリガーが発生すると、アラームメッセージが画面上に表示されます。  
 

[>]矢印ボタンを使用して、アラームメッセージを閲覧できます。

 

10:32:56
2015.09.22

1x

01 - Camera 01

アラームの応答アクションとしてビデオ録画が設定されている場合、アラームのエントリをクリックできます。再生

ウィンドウが表示され、アラームに関連するビデオを即時再生できます 。また、アラームに録画アクションが設定

されていない場合でも、「アラーム結果の検索」ページを表示できます。

 

  

デジタル入力または動体

検知などによって
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5.  ライブビューが利用できない理由  

デフォルトのライブビューでは、カメラのストリーム#1を受信します。カメラのストリーム #1のビデオコーデックが

MPEG-4に設定されている場合、以下のメッセージが表示されます。     

 
[設定] >  [カメラ]  >  [メディア]  >  [ビデオ]ウィンドウに移動して、ストリーム#1のビデオコーデッ クをH.264またはH.

265に設定してください。
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6.  他のレイアウトページへの移動方法  

画面右側にカーソルを移動します。改ページボタンが以下のように表示されます。

 

 
 

7.  一定時間後に画面上のツールバーが非表示になる理由
 

システムにはアイドルモードが搭載されています。適用条件は以下の通りです。

1.  ライブビュー：5秒間操作しない状態が続くと、ツールバーが画面から消えます。 アイドルモードでは、マウス カー

ソルとツールバーが非表示となります。マウスカーソルを動かすと、画面に再表示されます。
 

 
 2.

 
設定画面：10分間操作しない状態が続くと、システムは自動的にログアウトします 。ユーザーが再度

設定ページにアクセスしようとすると、ユーザーの認証情報を求められます。   
 

3.  録画クリップの検索ウィンドウ：ビデオ再生中は、システムはアイドルモードになりません。  

 

例えば、2つの2x2レイアウト画面に8台のカメラを設置している場合、これらのボタンで他の画面に移動できます。
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2-2. カメラビューセルによる操作     

カメラを選択した後、カメラツールバーのPTZボタンをクリックします。
 

    

2-2-1. PTZパネル

                   
プリセット位置のリスト

フォーカスのファー

パトロール開始

Zoom out
Zoom in

PTZパネルが表示されます。パネルには、以下の機能があります。  

1.  PTZコントロール：中央の円をクリックして、移動したい方向にドラッグします。

   2.  フォーカス:  [フォーカスのニア]と[フォーカスのファー]ボタンをクリックして、カメラのフォーカスを調整

します。

3.  ホーム：クリックすると、カメラのレンズがデフォルトのホーム位置に移動します。  
4.  ズーム：[ズームイン]と[ズームアウト]ボタンを使用してカメラのズーム比を調整します。  
5.

 
プリセット：プリセット位置を設定している場合、プリセット位置のリストが表示されます。

 

6.

 

パトロール：パトロールツアーにプリセット位置を設定している場合、このボタンをクリックすると、

カメラがプリセットポイントのパトロールを開始します。

 
 

 PTZカメラでは、円を中心から外に引っ張ると、より速くパン・チルトします。中心から離す距
離でスピードのコントロールができます。

 

フォーカスのニア

ホーム
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プリセット位置のリスト

フォーカスのファー

Zoom out
Zoom in

                                              スピードセレクタ

1.  PTZコントロール：矢印ボタンをクリックすると、ご希望の方向へ移動できます。  
  2.  フォーカス：[フォーカスのニア]と[フォーカスのファー]ボタンをクリックして、カメラのフォーカスを調整します。

3.
 

ズーム：[ズームイン]と[ズームアウト]ボタンを使用してカメラのズーム比を調整します。
 

4.

 

プリセット：プリセット位置を設定している場合、プリセット位置のリストが表示されます。  
5.

 

スピード：視野の移動の際のスピードを調整します。

6.

 

パトロール：パトロールツアーにプリセット位置を設定している場合、このボタンをクリックすると、

  カメラが  プリセットポイントのパトロールを開始します。

 
 

以下は、通常のPTZカメラを使用している場合のPTZ です。    

 
 

重要：

 

 

フォーカスのニア

パトロール開始

パネル

 

システムリソースの制限により、全方位カメラの歪み補正（１R＆１P）は、1台の全方位カメラについて

１つのビューセルでのみ実行できます。
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ジョイスティックのサポート

ジョイスティックでは、以下の操作を行うことができます。

1.  パン：連続移動ができます。（ジョイスティックのX軸方向の移動）

2.  チルト：連続移動ができます。（ジョイスティックのY軸方向の移動）

3.
 
ズーム：連続移動ができます。ズームインするにはジョイスティックのZ軸を時計回りに動かします（またはボ

タン#2を使用します）。ズームアウトするにはジョイスティッ クのZ軸を反時計回りに動かします（またはボタ

ン#3を使用します）。

4.
 
ホーム：ジョイスティックのボタン#1。

 

5.

 
自動パン：ジョイスティックのボタン#5。

6.

 
パトロール：ジョイスティックのボタン#7。プリセット位置は、カメラであらかじめ設定しておく必要があります。

 

7.
 
停止：自動パンまたはパトロールを停止します。ジョイスティックのボタン#6。
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2-2-2. デジタルズームパネル

デジタルズームは、デジタルズームをライブビデオで実行する機能です。ズーム機能を有効にする

には、マウスカーソルがグローバルビューウィンドウ内にあることを確認してください。

 
   

デジタルズームが有効になると、グローバルビューウィンドウがビューセルの右下に、以下のように表

示されます。関心エリアとして、ビデオフレーム全体の一部のみを表示できます。ROIウィンドウで

クリックしてドラッグすると、ビデオフレーム内で他のエリアに即座に移動できます。下部のズーム比

プルバーを使用してズーム比を変更します。また、クリック&ドラッグすることで、ROIを動かすこと が

できます。

 

  

グローバルビュー

160%

ROI

折りたたみ/

展開

PiP機能をサポートしていないカメラもあります。

ズームイン ズームアウト
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2-2-3. 録画クリップ再生パネル 

録画クリップの再生機能により、システムの最新の録画へのショートカットが可能となります。

即時再生は30秒、1分、3分、10分、60分から選択できます。
 

 
セキュリティ上の理由から、この機能を使用するには、ユーザーの認証情報を入力す

る必要があります。  
 

10:32:56
2015.09.22 1x

2016.05.16
03 - Camera 03

17:15:41
1x

2016.05.16
01 - Camera 01

17:15:41
1x

再生ウィンドウが表示され、選択した時点（例えば30秒前など）から再生が始まります。この機能により、直

前に起こったことを素早く確認できます。
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2-2-4. DI/DO

DI/DOパネルで、接続されたカメラからのすべてのDIおよびDO信号ステータスを一

目で確認できます。インジケーターをクリックすると、手動でデジタル出力をトリガーで

きます。
 

 
デジタル入力がトリガーされると、そのステータスも画面に表示されます。  

 

DOは1クリックでトリガーされます。DOを無効にするには、再度クリックする必

要があります。再度クリックしない場合、DO信号のトリ ガーが継続して行わ

れます。その結果、DOがアラームトリガーとして設定されている場合、多数

のアラームメッセージが生成されてしまいます。

 

  

警告：

2-2-5. その他

1.
 
スナップショット       

 
：現在選択されているカメラのスナップショットを撮影します。この機能では、（JPEG形式

  の）スナップショットのみがUSBサムドライブに保存されます。
 

 

USBサムドライブは、FAT形式でフォーマットしてください。
 

2.

 
手動録画

 
 ボタンを押すと、選択したカメラからの手動録画が開始されます。再度クリックすると録画が

停止します。  
 

3.
 
戻る

       
ボタンをクリックすると、ライブビューウィンドウに戻ります。

重要：
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2-2-6. 右クリックコマンド

左クリックしてカメラを選択します。右クリックして選択メニューを表示します。

 1.  カメラ情報：クリックすると、カメラ名、解像度、コーデック、またはフレームレートがビューセルに表示されます。

情報は、ビューセルの左上に表示されます。
 

  
2.  ストリーム：表示するストリームを、メインまたは下位のストリームから選択します。 
3.  ライブストリーミングを無効にする：選択すると、代わりに画面のスナップショットが表示されます。スナップショッ

トは定期的に変更されます。 
4.  アスペクト比の維持：NVRサーバーは、カメラビューセルの表示を自動的に最適化します。 しかしながら、このオ

プションを選択することで、カメラの元のアスペクト比を維持することもできます。 例えば、元のビデオ映像を4:3に

することが可能です。アスペクト比を維持しないと、すべてのカメラの画像が、ビューセルいっぱいに拡大されま

す。
  

5. ツールバーを表示：このオプションの選択を解除すると、ツールバーが非表示になります。 
6.  ステータスバーを固定：選択すると、ステータスバーが画面に常に表示されます。  

7.  ログイン/ログアウト：ログインしてシステム構成を行います。  

画面の下部 に時間タブが表示されます。カーソルを下部 に動かすと、時間タブとアラーム を表

示できます。
 

3Dカウントカメラの場合、ビューセルを右クリックするとカウントルールオプションが表示されます。カウントライン

や検知されたオブジェクトの境界ボックスを表示できます。カウント結果は、VIVOCloudユーティリティによっ

て取得されます。
 

  
   NVRでは、

 
 

    

最大4台のカウントカメラの接続をサポ

ートしています。 VCAルールは、2x2レイアウトで

のみ表示されます。

中央 中央 パネル
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第3章

メインコントロールポータル

3-1.
 
レイアウト

1x1、2x2、3x3、1M+5、1P+3、1P+6、2P+3、3V
   

 

 下のローテーションボタンをクリックすると、システムが10秒ごとに異なるカメラの表示を入れ替え

ます。ローテーションスピードは、[設定]

 
>

 
[システム]

 
>

シングルビューレイアウトを選択すると、ローテーションボタン　　　 が表示されます。

  

 

 

マウスカーソルを画面上で動かすと、ポータルが表示されます。

ローカルのレイアウト：

3-2. DI/DO

[DI/DO]ボタンをクリックすると、構成に含まれるすべてのカメラ

からのDIおよびDO信号の完全なリストが表示されます。左側のデジタル入力信

号（例えばDI-4）がトリガーされると、インジケーターが白色に点灯します。

 
 

 
  

トリガーされた後に再度クリックすると、DOが無効になります。クリックしないと、

DO信号のトリガーが継続します。  
 

[表示]で設定できます。

（接続の有無を問わ

ず）

ローカルコンソールを使用した設定
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3-3. 録画クリップの検索

ボタンをクリックして録画されたクリップの検索を開始します。確認ボックスが表示されま

す。ユーザー名とパスワードを入力して続行します。

   

検索およびカレンダービューが表示されます。カレンダーの日付を選択して、録画が行われた日を選択しま

す（録画されたクリップがある日は青色と緑色でハイライトされます）。

 
日付をダブルクリックすると、再生と検索が開始されます。

 

緑色でハイライトされた日付は今日の日付であり、緑色のインジケーターが必ずしも今日録画

されたビデオがあることを示すものではありません。  
videos today. 

    

3-3-1. 基本検索

   
 

 

 
 

2016.05.16
03 - Camera 03

17:15:41
1x

2016.05.16
01 - Camera 01

17:15:41
1x

レイアウトボタン       を使用して、画面上でビューセルの配置を調整します。録画されたビデオは、同時に

最大4台のカメラから取得できます。

複数のカメラの再生を選択すると、再生ウィンドウは自動的に2x2のレイアウトに変わります。4台までのカメ

ラの録画を同時に再生できます。これにより、複数のカメラで録画されたビデオを同期して再生することが

できます。ユーザーは、証拠映像を探す際に、カメラを切り替える必要はありません。



 

 

VIVOTEK - Built with Reliability

 
User's Manual - 65  

 タイムラインバーで、録画を素早く確認できます。タイムラインバーには以下のような機能があ

ります。 

タイムスケールのセレクター。ボタンを使用して、ツールバーに表示する時間の長さを選

択します。

音量調整

10秒前から再生します。
 

前のフレーム（Iフレームのみ）

次のフレーム（Iフレームのみ）。一時停止後、このボタンを使用して動画を1コマずつ
 

逆再生  

再生。このボタンは、一時停止後に有効になります。

一時停止

クリック毎に再生速度が2分の1になり、最大16分の1まで再生速度を遅くできます。

クリック毎に再生速度が2倍になり、最大16倍まで再生速度を速 くできます。現在の

再生ステータスが画面に表示されます。  
デジタルズーム。これは、カメラが視野全体を表示している場合に適用さ れます。デジ
タルズーム機能を使用して、視野のズームインが可能です。
クリップのエクスポート。この機能を使用して、他のメディアにエクスポートするクリップの

長さを選択します。
 

 
デフォルトでは、再生はその日の録画の最初から開始されます。録画されたビデオの再生中、タイムラ

インをクリックすると、ビデオのその時点から再生されます。
 

 

現在時刻
インジケーター

既存の録画の
長さ

タイムラインスケール
コントロールボタン 機能ボタン

スナップショット。現在のFOVのスナップショットを取得します。[スナップショット]ボタンは

各ビューセルの右側に移動しています。  

ボタン

閲覧できます。

説明
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ビデオのセグメントを再生タイムラインからエクスポートするには：

1.

 
[エクスポート]ボタン

  
をクリックします。

2.

 
FAT形式でフォーマットされたUSBドライブを挿入します。

3.
 
タイムライン上をクリックして「開始時間」を選択します。また、「開始時間」と「終了時間」を手動で入

力することもできます。

4.  1回のクリックで「開始時間」タブをクリックします。

5.  ステップ3と4を繰り返して[終了時間]を設定します。

6.
 
[エクスポート]ボタンをクリックします。

 

1

2

エクスポートのプロセスは右側に表示されます。エクスポートする録画の長さによって、このプロセ

スは数分かかることがあります。
 
 

完了すると、画面にメッセージが表示されます。
 

エクスポートのデフォルトは、現在選択した時点の5分前から5分後までとなります。
  

ログファイルを格納したtarファイルも作成され、これにはエクスポート時間、ユ

ーザー、カメラ名、録画タイムスパンなどの情報が含まれます。 
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3-3-2. アラーム検索

画面左上の[アラーム検索]ボタン      　 をクリックすると、アラーム検索 が表示されます。  

アラーム検索の対象とするデバイスを選択して、検索条件を指定できます。

1.  カメラリスト。  
2.  開始時間と終了時間。

3.  カメラDI、モーション検知、VCA分析トリガーなどに関連するアラームなどの事前設定されたアラーム。  
4.

 
トリガー：DI、DO、タンパリング検出、ディスク障害、サイバーセキュリティイベント、およびVCAビデオ分析イ

ベント。
 

これらのパラメータを組み合わせて、アラームを分類します。
  

 

パネル
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次に、開始時刻と終了時刻を指定して、検索する期間を設定できます。

検索に含めるかについても指定できます。
 

どのアラームを
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探そうとする録画に関連付けられたトリガーの種類を選択できます。

選択が完了したら、[検索]ボタンをクリックします。以下のサンプル画面では、アラームのリ ストが表示されてい

ます。いずれかをクリックすると、アラームがトリガーされた瞬間を再生できます。アラーム関連の録画は通常、ア

ラームが発生する5秒前から、アラームが発生してから20秒後までの録画となります。

 

 

 

検索ウィンドウに対して10分間何も操作しないと、NVRはライブビュー表示に戻ります。検索ウィンドウを表示

するには、ユーザーの認証情報を再度入力してください。
 

ノート：

最大200件の検索結果が表示されます。200件を超える検

索結果がある場合は、最後のエントリの画面で[新しい結果]

ボタンをクリックしてください。

 
 

アラーム関連のイベントの録画に2台のカメ ラを使用してい

る場合は、最初に一方のカメラの録画が再生され、次に

他方のカメラの録画が再生されます。

 
 

再生中にユーザーの操作が行われると（一時停止、巻き

戻しなど）、システムは複数のアラーム録画の連続再生

を停止します。
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検索ウィンドウに対して10分間何も操作しないと、NVRはライブビュー表示に戻ります。検索ウィンドウを表示

するには、ユーザーの認証情報を再度入力してください。  

ノート：

[ページアップ]ボタンと[ページダウン]ボタンで、アラームリストを閲覧できます。[連続再生]ボタンを使用すると、す

べてのアラームクリップが自動的に再生されます。連続再生は、最初のアラームから、または現在クリックして選択

しているアラームから開始されます。再度ボタンをクリックすると、連続再生は停止します。

 
  

 
    

POS統合について詳しくは、156ページのPOSの構成をご参照ください。
 

ノート：



 

 

VIVOTEK - Built with Reliability

 
User's Manual - 71  

3-3-3. POS検索

POS取引による検索：NVRステーションは、POSマシンから調整されたデータベース情報を収集できます。この機

能によって、POSマシンの販売記録に関連付けられたビデオクリップにアクセスできます。取引の詳細を画面に

一覧表示できるため、マネージャーは問題のあるイベントが発生した時にライブビューを確認できます。

1.

 

接続されているPOSマシンが複数ある場合は、1つ選択します（[設定]

 

>

 

[POS構成]から）。

 
2.

 

おおよその発生時刻（請求書の無効、内容の変更、商品の不足、その他の詐欺）がわかっている場合は、カ

レンダーを使用してタイムスパンを選択します。

3.

 

アイテム名、小計、取引番号などの検索条件を選択します。

	

[>][<]または[=]記号を使用して検索対象の金額を指定できます。例えば、>100と入力すると、100ドルよ

り大きい金額が対象になります。

 4.

 

下の[追加]ボタンをクリックして、さらに多くの検索条件を付加できます。

5.

 
完了したら、[検索]ボタンをクリックします。

  *

	

名前を基にアイテムを検索する場合、ローカルコンソールで中国語を入力することはできません。

中国語のアイテム名の

  
検索が可能となります。

 

POS関連の録画を検索するには：

VAST 2

CMSソフトウェアをインストールすると、
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6.
 
検索結果のいずれかをクリックすると、取引データが表示されたり、関連するビデオが再生されます。

     

7.  必要に応じて、関連するビデオをエクスポートできます。ビデオのエクスポート時は「POS取引データを含める」

チェックボックスを選択してください。

取引データを
表示

再生
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8.  エクスポートした後は、カスタムメイドのStandalonePlayerについて、VIVOTEKのテクニカルサポートにお問い

合わせください。StandalonePlayerをエクスポートしたビデオと同じフォルダにコピーします。これを使って、エク

スポートしたビデオを再生します。     

9. 取引の詳細が、エクスポートしたビデオと共に表示されます。     
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3  

 
	           

*

 
ライン跨ぎ検知

	
*

 
侵入検知

	
*

 
徘徊検知

	
*

 
顔検出

	
*

 
持ち去り検知

	
*

 
置き去り検知

	
*

 
群衆検知

 

検索機能は、何時間もある映像の中からスマートVCAで検知した人物やイベントを素早く見つけることが

可能です。これにより、大規模な監視エリア全体にカメラを配置している場合に効果的な検索ができるよう

にな ります。VCAイベントは、ビデオ録画と共に記録されます。
 

NVRは、ビデオ分析機能が搭載されているカメラを自動的に検出します。ライン跨ぎ検知に使用する検

知ゾーンや検知ラインの設定などの、ビデオ分析の設定は、個々のカメラに対して個別に行う必要があり

ます。
 

 
  また、ビデオ分析に関する詳細については、以下の文書もご参照ください。

1.

 

スマート動体検知ユーザーガイド

2.

 

スマートVCAユーザーガイド

3.

 

スマート360ユーザーガイド

 

検知されたオブジェクト

追 跡 ブロック/

境界ボックス

識別マーク

検知ラインまたは

検知領域

ライブビューでは、 検知されたオブジェクトを示す、分析ルールと境界ボックスも表

示 できます。

 

イベント検索は、関連するカメラが現時点で

NVRにビデオを録画しているときに有効になり

ます。
 

 

-3-5. スマートVCAイベント検索

この検索パネルでは、スマートVCA分析機能の検知結果を検索できます。検知結果は、以下を含みます。

分析を行いながら

侵入

退出
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侵入検知

VIVOTEKの侵入検知は、カメラの視野内に設定した領域に出入りする人物を検知するために使

用することができます。
 

アラート領域

この機能は、以下のようなシーンで利用できます。

* 業務時間後に銀行の金庫または学校に人物が侵入した場合に検知する。  
* 非常口や避難階段、あるいは通常は立ち入りが禁止されている場所から人物が出てきたとき

に検知する。
  

 

ライン跨ぎ検知

ライン跨ぎ検知は、仮想ラインを横断する一人または複数の人物を検知します。特定の一方向または両

方向からラインを跨いで移動する人物の移動方向を画面上で指定できます。

  
 

  

検知ライン

この機能は、以下のようなシーンで利用できます。

* 仮想ラインを跨いで車道、入口または出口に入る人物を検知します。

*
 
仮想ラインを跨いで事前に設定した方向に移動する人を検知し、アラームをトリガーします。

    

* 検知ラインは、敷地周囲の境界線を越えて敷地内に侵入した人物がいるかどうかを検知するときの

境界線として使用可能です。
   

これらの分析機能について、以下に簡単に説明します。

退出

侵入
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徘徊検知

徘徊検知は、プリセットされた時間の閾値を超えてエリア内に滞留する人物または集団を検知するために使

用することができます。

 
 

ATM

この機能は、以下のようなシーンで利用できます。

* ATMの窓口付近で 徘徊している際に検知します。

*  店舗の盗難の多いエリアを人物が 検知したり、破壊行為や侵入の防止の目的で検

知します。  
*
 
通常は訪問者がアクセスできないエリアを人物が徘徊している際に検知します。  

持ち去り検知

持ち去り検知は、監視対象の場所から事前に定義した資産がなくなったことを検知するために利用可能です。
 

 

この機能は、以下のようなシーンで利用できます。

*
 
大学構内において、持ち去り検知機能を使用して、管理事務所、コンピュータ室、科学研究所など、

盗難の危険性の高いエリアを監視できます。

 
 

*
 
保管場所や倉庫で盗難が起きたことを検知します。場所を監視する警備員の存在は役立ちますが、警

備員の注意力は、時間が経つにつれ低下していきます。

 
 

人物が

徘徊している際に
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顔検出

顔検出は、視野内の人物の顔を検出します。

 

この機能は、以下のようなシーンで利用できます。

* 顔の特徴を含むビデオフレームにタグを付けることにより、管理者は後に、これらの顔が存在するビデオクリ

ップをより効率的な方法で検索できます。顔検出機能によって、何時間もの録画を検索する必要がなく

なり、録画されたビデオの法的捜査のための検索のプロセスが簡単になります。顔の特徴に無関係の物

体は除かれます。

 

 
    

置き去り検知

置き去り検知は、その場に意図的または意図せずに残された物体を検知するために使用できます。  
 

この機能は、以下のようなシーンで利用できます。

* 非常口の前に置かれた物体を検知します。   
* 地下鉄の線路、プラットホーム、橋、あるいは銀行のロビーに置かれた物体を検知します。   
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群衆検知

群衆検知では、特定のエリアの人数を計算します。事前に設定した人数を超えると、イベントがトリガーされ

ます。

 
 

この機能は、以下のようなシーンで利用できます。

* ある領域の人数が事前に設定した数（例えば待ち行列の10人）を超えたときに、混雑を検出します。例えば空

港で、列に並んで待っている乗客が多すぎる場合、新しいチェックポイントを開いて、そのチェックポイントに誘導

することができます。

 
 

 
* 1人だけが中に入ることができる特別なエリアを監視します。例えば、ATM機の前または厳重に警備された入

口のエリアに通常は1人が立ち入ることができます。ある人がアクセスカードを使用してゲームを開けたときに、

他の人が後ろについてこっそり入った場合に、共連れが発生します。
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ソートしたい期間を
選択

1つまたは複数のイベ ント
タイプを選択

個々のカメラまたはすべての
カメラを選択

ス

 
  

 
  

 

   

4.  [検索]ボタンをクリックして検索を開始します。検索の規模（対象のカメラ台数や検索対象の録画の長さ）に

よっては、検索に数分かかることがあります。

 
 

    

マートVCA検索機能は、[検索]ボタンを使用してメインツールバーからアクセスできます。検索パネルから

は、 [スマートVCA検索]タブをクリックします。

1. VCAイベントを生成するカメラを選択します。少なくとも1台のカメラを選択します。

2. 発生したイベントが含まれるタイムスパンを設定します。プルダウンメニューを使用して、 開始時間と終了時間

を変更します。

3. イベントタイプ（事前に設定したVCA分析ルール）を選択します。イベントルールは、個々のカメ ラに対し

て適切に設定してください。
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5. 検索結果はサムネイル画像で表示されます。それぞれの短いビデオクリップを表示するには、サムネイルをクリッ

クします。再生ビデオウィンドウは右側にあります。[展開/折りたたみ]ボタン            
 

 をクリックすると、ビデオが全

画面で再生されます。

 

	
[Esc]ボタンで全画面を終了できます。クリックして他のサムネイルを選択するか、[<]または[>]ボタンを使用

して前後のクリップを表示します。
  

	 イベント録画のデフォルト設定は、イベント前5秒、イベント後20秒です。必要に応じて、パラメータを変更

できます。
 
  

	 変更後、目的のクリップを選択して[エクスポートするクリップを選択]ボタンをクリックします。関連するクリップ

をUSBサムドライブにエクスポートできます。   



 

 

VIVOTEK - Built with Reliability

 
User's Manual - 81  

	右上のソートメニューを使用して、検索結果をソートできます。[イベントタイプでソート]オプションを使用す

ると、イベントがタイプ別に、順番に表示されます。  

	ビデオクリップのエクスポート時、マウスを合わせてサムネイル上の小さなチェックボックスを選択します。1回クリ

ックしてビデオクリップを選択します。選択が完了したら[エクスポ ート]ボタンをクリックして続行します。
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3-3-6. ストーリーボード

カメラセレクタ
時間セレクタ

[検索]ボタン

タイムスパン中のスナップショット

[前へ]・[後ろへ]
ボタン

クリックすると、より短いタイムスパンで
表示

ストーリーボードインターフェースでは、過去の録画をタイムラインで、一目で確認できます。フィルム撮影後にフ

ィルム編集を行うようなイメージで操作できます。  
 

ストーリーボードウィンドウは、画面左上の[ストーリーボード]ショートカットをクリックして表示します。

以下は、ストーリーボードウィンドウの画面の要素です。  

特定のビデオ録画を検索するには、目的のカメラと録画時刻を選択します。ストーリーボードでは、最大2台の

カメラのタイムラインを表示できます。 

[検索]          ボタンをクリックします。

    

  タイムスパン
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マウスをスナップショットのラインに合わせると、その録画時刻が表示されます。目的のスナップショットをクリ

ックします。録画時刻がただちに、その上部に表示されます。  
  

  

スナップショットをクリックする度に、さらに詳細なタイムラインを確認できます。 

  

24時間

期間：1
 
時間

22:00:00 22:07:30
22:22:30

22:30:00 22:37:30

以下は、1時間のタイムスパンのサンプル画面です。各スナップショットは、7.5分間隔の

時点の映像です。目的のスナップショットをクリックすると、さらに詳細なタイムラインを確認

できます。

 
 

  

詳細検索は、絞り込み条件に基づいて行われます。検索するタイムスパンは、24時間から始まり、4時間、

1時間、10分、2分に移っていきます。画面の表示が24時間の場合、各スナップショットは3時間のタイムス

パンを表示しています。

4時間

1時間

10分

 2分
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タイムラインの該当部分が目的のものではない場合、画面右上のボタンを使って移動できます。

 
 

これらのボタンの定義は、現在の位置のタイムスパンによって異なります。例えば、タイムスパンが4時間の

場合、[前の状態に戻る]ボタンを使用すると、タイムスパンは24時間に戻ります。  
 

  

前の状態に戻る
 前の#時間/分

最小タイムスパンは2分です。タイムスパンが2分の画面では、各スナップショットは15秒のビデオ録画

になります。 

次に[再生]ボタン   をクリックすると、録画が再生されます。  

次の#時間/分
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01-01 camera
2016.03.14  
14:05:09
 1x

再生ウィンドウが表示されます。詳しい操作については、65ページをご参照ください。

ライブビューウィンドウに戻るには、[録画クリップの検索検索に戻る]ボタン   と、画面左上の[ライブビュー

に戻る]ボタン

  
 

をクリックします。
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3-4. 録画ファイルのエクスポート 

[録画ファイルのエクスポート]ボタンで、特定のカメラによる録画を直接選択し、これをUSBサムド ライ

ブにエク スポートできます。1つまたは複数のカメラを選択し、録画期間を選択して[エクスポート]をクリ

ックしま す。  

 
 

 
エクスポートできる録画の最大長は24時間です。

  

録画をエクスポートするには：

1.  FAT形式でフォーマットされたUSBサムドライブをNVRのUSBポートに取り付けます。

2.  リストから1つまたは複数のカメラを選択します。  

2

3

4

5

3.  録画期間の開始時間を選択します。
 4.  録画期間の終了時間を選択します。  

5.  [エクスポート]ボタンをクリックします。 

ログファイルを格納したtarファイルも作成されます。これにはエクスポート時間、 ユーザー、カメラ名、

録画タイムスパンなどの情報が含まれます。
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6.  エクスポートの進捗状況が表示されます。

7.  エクスポートのプロセスが終了したら、他のビデオのエクスポートを選択するか、またはライブビューに戻ります。

 

 
  選択したビデオのタイムスパンが非常に長い場合、エクスポートのプロセスは長時間かかることがあります。
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3  

[設定]ボタンをクリックすると、カメラおよびシステム設定ウィンドウが表示されます。ユーザー

名とパスワードを入力して続行します。    

 
 

で示されます。ストレージボリュームの使 用量は、使用済みスペースと

未使用スペースとして表示されます。

 

    

 

  

          

Webコンソールでは、概要画面に[ブザーの停止]、[再起動]、[電源切断]ボタンがあります。ディ

スク障害などの深刻な状況下でシステムブザーが鳴る可能性があります。

-5. 設定

3-5-1. 設定- 概要

デフォルトで、カメラの接続とストレージのステータスを表示する概要画面が表示されます。接続さ

れていないカメラは、　　　

recording Not
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カメラの管理画面で、以下を設定できます。

1.  カメラの追加または削除。

2.  カメラ名の作成。

3.  バインディング（強制）：カメラの認識方法を指定します。デフォルトはMACバインディン

グです。 NVRは、IPの変更に関係なく、MACアドレスによってカメラを認識します。IPバ

インディ ングに設定すると、静的IPアドレスが推奨されます。 IPが変更されると、NVR

でカメラ にアクセスできなくなる可能性があり ます。

4.
 
プロトコル：他のメーカーのカメラを追加する場合は、ONVIFを選択します。

 
5.

 

[ユーザー名]と[パスワード]を割り当てます。認証情報を構成内のすべてのカメラに

適用します。 
6.

 
[ネットワーク]設定を変更します。

7. レイアウト画面でカメラの位置を変更します。  

3-5-2. –カメラの管理

MAC

  
    

  

カメラ名に入力できるのは、[0～9]、[a～z]、[A～Z]、[ _ ]、[-]、[ ]  を含む英数字64文字までとな

ります。ユーザー名とパスワードに入力できるのは、[0～9]、[a～z]、[A～Z]、[!]、[$]、[%]、[-]、[.]、

[@]、["]、[~]を含む英数字64文字までとなります。
 

 

設定

[カメラ]メニューから、[管理]、[録画]、[メディア]、[画像]、[動体検知]、[PTZ設定]、[ポート転送]、[ファー ム
ウェア更新]画面にアクセスできます。
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RTSP接続を使用する際は、以下の点にご注意ください。

1.  RTSPカメラは、[スケジュール]設定でのイベント録画に対応しておりません。

2.
 
RTSPカメラは、 FTP、カメラDO、PTZに対応しておりません。

 
3.

 

RTSPカメラでは、ネットワーク、ビデオ、オーディオ、表示設定などのカメラ関連設定に対

応して おりません。

4.

 

RSTPカメラは、デバイスリストでRTSPタグによって示されます。

5.

 

RTSPカメラは、動体検知設定に対応しておりません。  
6.

 
RTSPカメラは、アラームトリガーとして選択できません。     

レガシーカメラの場合、NVRはファームウェアリリースrev.2.6.x以降でRTSP接続をサポー

トしています。  

レガシーカメラを手動で追加するには：
1.

 
空いているカメラエントリを選択します。

2.  [追加]ボタンをクリックします。
3.  プロトコルにRTSPを選択します。
4. 元のrtspアドレスは、rtsp ://<ip  address >:<rtsp  port >/<access  name  for  stream

 

1

 to  3>です。例えば、ストリーム1のアクセス名がlive.sdpに設定されている場合、  
    rtsp:// 192.168.5.151:554/live.sdpになります。

	 入力が必要となるのはIPアドレスと、 「live.sdp」 の みです。他

のパラメータは 自動的に入力されます。   
[URL]フィールドの

システムによって

アラームアクションとしての
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[メディア]  >  [ストリーム管理]画面で、RTSPカメラに関連するストリーム管理、ビデオ、オーデ

ィオは編集できません。RSTPカメラにはタグが付けられます。
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カメラを追加するには：

1.  [追加]         ボタンをクリックします。同じサブネットのカメラのリストが表示されます。

2.
 
[追加]ボタンをクリックすると、空いている位置にカメラが配置されます。また、[追加]ボタンの横の

  メニューを展開して、位置番号を選択することもできます。

 

3.

 

カメラを追加すると、下の配置図に表示されます。

4.

 

カメラを追加したら[適用]ボタンをクリックします。

 

5.

 

[画面を戻す]ボタン

  

をクリックすると、前のウィンドウに戻ります。
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カメラを除外するには:

1. [ 削除]                    ボタンをクリックします。カメラのリストが表示されます。

2.   [削除]ボタンが黄色に変わります      。除外するカメラにマウスを合わせると、エントリに削除メッ

セージが表示されます。
 

  

3.  削除メッセージをクリックします。カメラがカメラリストから消えます。このカメラからの録画は行われなく

なります。
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ネットワーク

ネットワークタブウィンドウで、ビデオストリーミングのネットワークのタイプ、IPアドレス、接続ポートを設定

できます。NVR  PoEポートに接続されたカメラは、デフォルトゲートウェイ10.1.1.1または192.168.2.1のセ

グメントで設定されます。

カメラがIPアドレスを取得する方法としてDHCPを選択するか、あるいは1台またはすべてのカメラ

の静的IPを手動で設定できます。NVRはカメラのMACアドレスを記憶できますが、DHCP構成で

IPが変更されると、NVRでカメラに接続できなくなることがあります。ネットワーク設定について詳し

くはネットワーク管理者にお問い合わせください。

通常、ネットワーク環境で競合が発生しない限り、HTTPやRTSPポートのポート番号を変更する必

要はありません。
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カメラの配置

 
ライブビューレイアウトでのカメラの位置を変更するには、位置を変更したいカメラをクリックして、表

示させたい位置へドラッグします。また、カメラの位置を変更しても管理リストのカメラのインデックス

番号は 変わりません。設定変更を確定するには[適用]ボタンをクリックします。配置画面に、ライ

ブビュー 画面での現在のレイアウトが表示されます。
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録画オプション

1. カメライベントの継続時間を設定することで、カメラが頻繁にトリガーされることを防止します。  

2.
 
イベント前後の録画時間を入力します。トリガーイベントにはDI、DO、動体検知、PIR、タン

パリ ング検出を設定できます。イベント前の録画の長さは10 秒まで、イベント後の録画の長

さは 300秒まで設定できます。

3.  デフォルトの録画ストリームは[メインストリーム]です。ストリーミングの特性は変更可能で

す。 録画タスクを他のビデオストリームに割り当てることはできません。
 

4.

  
音声録音を有効または無効にします。HDMIケーブルによる音声送信は、現時点で

は対応しておりません。

5.
 
録画データの保持期間を変更します。

6.  [すべてのカメラに適用]チェックボックスを使用して、すべてのカメラに一般的な構成を適

用できます。  

3-5-3. 設定–カメラ–録画

設定可能なオプションの詳細については、ネットワークカメラに付属のユーザーマニュアルをご参

照ください。  

カメラの録画画面で、以下を設定できます。
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7.  透かしのパスワード：16〜64文字の長さのパスワードを設定します。付属のビデ オプレーヤーを

使用して、エクスポートされたビデオの真正性を検証するために使用できます。

[ファイル]  >  [透かしの検証]を選択

します。

 
 

 

パスワードを入力して検証します。[一致な

し]の値が0の場合、ビデオはオ リジナルであ

り、改ざんされていません。
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録画スケジュール

 

1.  録画条件のチェックボックス-1をクリックして選択します。連続録画は   
 、イベント録画は 　　　、3.クリアは  

 （録画なし）となります。

2.  タイムテーブルのセルをクリックしてドラッグします。例えば、一定期間録画を停止するには、[クリア]チェックボッ

クスを選択し、カーソルをタイムテーブル上で動かします。 テーブルの最小単位は30分です。
 
  

3.  右側のスケジューラツールを使用すると、簡単に操作できます。条件チェックボックスを選択し、

  [全日]、[ 営業時間]、[営業時間外]、[営業日]、[週末]オプションを選択して、時間を選択できます。

   

 

 
 
 

デフォルトでは、カメラからのすべてのビデオ映像はすべて録画されています。スケジュールツールを使用して、録

画タスクを変更できます。

4.

。

個々のカメラに対してこの手順を繰り返すか、あるいはこのスケジュールをすべてのカメラに適用する場合

は [すべてに適用]チェックボックスをクリックします

5. 設定が完了したら、[適用]ボタンを

クリックします。

イベントトリガーによる録画と連続録画

は同時に行うことはできません。
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3-5-4. 設定–カメラ–メディア

 
  

 
 

       

       •
	
 メインストリーム：カメラの1番目のストリーム。H.265/1080p/4Mbps/最大フレームレート。

       •

	
 サブストリーム：カメラの2番目のストリーム。H.264/360P/1Mbps/最大フレームレート。

• 接続されているカメラが上記の値に対応していない場合、NVRは仕様（解像度/ビットレート）に

近い値を採用します。	  
 

       • メインストリームは、2x2または他のより大きなビューセルのレイアウトで適用されます。

	  •

	  

サブストリームは、3x3または他のより小さなビューセルのレイアウトで適用されます。

再生の場合：
再生表示にはメインストリームのみが選択されています。エクスポートするクリップファイルは、ストリ

ームタイプで選択されたものと同じである必要があります。メインストリームがデフォルトになります。

 

NVRは、カメラが追加されると、カメラストリーム設定を自動的に変更します。

•  メインストリーム：H.265  1080p
•  サブストリーム：H.264  360p

  

カメラストリーム設定を手動で設定したい場合は、この機能を無効にすることができます。自動設

定のデフォルトは以下の通りです。

メインストリームは、高いビデオ解像度とネットワーク帯域幅の使用に対して設定されています。

サブストリームでは、低いビデオ解像度とネットワーク帯域幅を使用します。個々のカメラスト

リームをメインストリームまたはサブストリームに関連付けることはできません。

ローカルコンソールでは、P（パノラマ）またはM（中央）ビューセルにメインストリームが表示されます。

Webコンソールでは、メインストリームは1x1レイアウトで表示されます。サブストリームは他のレイアウト

で表示されます。
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NVRは、小さいビューセルまたは全画面で表示しているときに、異なる解像度のビデオストリームを表

示するように適応的に選択します。

デフォルトでは、録画ストリームはメインストリームであり、H.D.Dに録画されます。
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ビデオウィンドウで、すべてのビデオストリームを設定できます（使用可能なストリームの数は、モデルごとに異な

る場合があります）。以下の項目を設定できます。
 

1.  メインストリーム/サブストリーム：2つの基本的な分類のストリームを設定する場合に選択します。

2.  コーデック：ビデオ圧縮コーデックで、H.265、H.264、MPEG-4、MJPEGがあります。ライブビューでは

MPEG-4に対応していません。
 

3.  フレームサイズ：ビデオの解像度。CPUリソースが限られているため、解像度を非常に高い値に変更できな

い場合があります。例えば、1920x1920の解像度では5MPになります。
 

4.  最大フレームレート：最も高いフレームレート。

5. フレーム内周期：I-フレームがビデオストリームに挿入される頻度。 

6.  スマートストリームII：一部の新しいカメラモデルにはスマートストリーム機能が搭載されています。詳しくは

次のページをご参照ください。
 

7.  ビデオ品質：ビデオ送信の定義ルールとして、固定ビットレートまたは固定品質のいずれかを選択できます。

固定ビットレート
 

 
 

固定品質  
 

  

ビデオ

ビデオフレームにパケットサイズの閾値を設定します。これにより、1秒あたりの
フレームレートのパフォーマンスが保証されますが、ユーザーのネットワーク環境
で帯域幅が十分でない場合、画質が低下する可能性があります。

ビデオ品質を保証し、画質を確保するために、帯域幅が十分でない場合に一部
のフレームがドロップされる場合があります。

設定が完了したら、[適用]ボタンをクリックします。
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■ ダイナミックイントラフレームの期間

 

エンコーディングパラメータの概要を、以下に示します。Iフレームは、完全に自己参照型であり、サイズが最

大 です。Pフレームは予測フレームです。エンコーダーは、冗長画像情報について前のIフレームまたはPフレー

ム を参照します。

 

P I P P P P P P P P P P P P P P P P P P P I

P I P P P P P P P I P P P P P P P I

静止シーン

P P P

Iフレーム挿入の間隔を最大10秒まで動的に延長することにより、ビデオのストリーミングに必要なビットレ

ートを大幅に削減できます。静止シーンのビデオをストリーミングする場合、ダイナミックイントラフレーム機

能により、帯域幅を最大53%節約できます。このようにして節約される帯域幅の量は、視野内のアクティビ

ティにも左右されます。シーンでアクティビティが発生した場合、ファームウェアは画質を維持するためにIフレ

ームの挿入間隔を自動的に短縮します。低照度下または夜間は、Pフレームのサイズはノイズのため拡

大する傾向にあるので、帯域幅節約効果も少なくなります。

   

通常の2MPシーンのストリーミングには、通常3〜4Mb/sの帯域幅が必要です。ダイナミックイントラフレー

ム機能を使用すると、中程度のトラフィックのシーンをストリーミングするための帯域幅を2〜3Mb/sに、トラ

フィックのない期間に500kb/sに減らすことができます。     

H.264/265フレームタイプ

静止シーンでのダイナミック
イントラフレーム

H.265などの高品質モーションコーデックは、ビデオフレーム間の冗長性を利用して、品質とビットレートのバ

ランスの取れたビデオストリームを送信します。

アクティビティ

シーンのアクティビティでの
ダイナミックイントラフレーム

 P    I P   P   P   P  P   P   P       P   P   P   P   P   P   P   II
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■ スマートコーデックは、画面上のエリア全体または関心のないエリアの品質を効果的に低下させるため、

消費する帯域幅が削減されます。
 

   

XROI_0 XROI_0

ROI

    前景エリアと後景エリアのビデオ品質を手動で指定できます。  

スマートコーデックを優先する場合は動作モードを選択します。
 

- 自動トラッキング：自動モードでは、画面全体が非関心エリアに設定されます。1つまたは複数の物体

がそのエリアを移動すると、画面の一部のビデオ品質が通常に戻ります。移動する物体がない

（ピクセルの変更がない）画面の残りの部分は、引き続き低品質の形式で送信されます。   
- 手動：手動モードでは、画面上に3つのROIウィンドウ（前景品質の関心領域）を設定できます。ROI

ウィンドウに含まれないエリアは、非関心領域と見なされます。ROIエリアの細部は、より高品

質のビデオ形式で送信されます。
 

	
	

 

 バーを右にスライド  -  ROIエリアの品質が高くなる

 
  

バーを左にスライド
 

-
  

非ROIエリアの品質が高くなる

以下に示すように、画面 には関心領域の詳細がほとんど含まれていない可能性があり

ますが、画面下部の歩道はROIウィンドウに含まれています。

上部

非関心
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ROI：高品質

非ROI：低品質 

	

 

- ハイブリッド：「手動」モードと「ハイブリッド」モードの主な違いは、

	           
「ハイブリッド」モードでは、非関心エリアに物体が侵入すると、動く物体とその周囲 のエ

リアのビデオ品質が元に戻ります。関連する非関心エリアのビデオ品質はただち に通

常に戻り、動く物体を捉えます。

 

	
「手動」モードでは、非関心エリアは、内部の動きに関わらず常に低品質形式で

送 信されます。

 

 

- 品質の優先度：スライドバーを使用して、ROIと非関心エリアの品質の差を調整します。
 

	
スライドバーのボタンが右側にあるほど、ROIエリアの画質は高くなります。反対に、ス

ライドバーのボタンが左側にあるほど、非関心エリアの画質は低くなります。

 

	

このように、ROIウィンドウを使用して保護エリアをカバーすることによ り、プライバシーマ

スクとしてROIウィンドウを設定し、残りの画面は非関心エリアとすることができます。また、

非関心エリアの画質を高く、あるいは低く設定することができます。

  

結果として、画面 は高品質の細部を常に表示していますが、画面上部は低品質の

形式で送信されます。上半分は低品質形式で送信されますが、画面全体では何が起

こっているかを認識できるようになっています。

以下の通りです。

また、スマートストリームの高品質ビデオセクションと低品質ビデオセクショ の両方の帯域幅消費を

含めるためには、プルダウンメニューから[最大ビットレート]を閾値として選択する必要があります。

下部

ン
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オーディオ画面では、すべての音声コーデック、サンプリングレート、マイク入力のゲインを設定できます。カメラ

モ デルの設計によっては、一部のコーデックが利用できません。また、マイクを内蔵していないカメラもあります。 
  

オーディオ
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          表示

表示ウィンドウで、画像表示オプションを調整できます。

 
 

2.  ビデオ名とタイムスタンプ：有効にすると、ビデオ名と時刻がビューセルに表示され ます。

3.

 
色：表示をカラーと白黒から選択します。

 
  

 
4.

 

 
6.

 
[復元]をクリックして元の設定に戻すか、[適用]ボタンをクリックしてプロセスを終了します。

  
  

3-5-5. 設定 - カメラ  -  画像

5. ビデオの方向：カメラからの画像を垂直または水平に反転する必要がある場合は、これらのオプション

を 選択します。

電源の周波数：電源が合っていないために起こる画像のちらつきを抑えるため、お使いの国の電源の周

波数に応じてNTSC 60HzまたはPAL 50Hzを選択します。

1. ビデオ名：ビデオ名は、各ビューセルに表示されるタイトルバーに表示されます。以下のスクリー    ンショット
では、名前が「Speed dome」になっています。
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日中/夜間設定                

夜間モードで白黒に切り替え

このチェックボックスを選択すると、夜間モード中はネットワークカメラが自動的に白黒表示に切り替わります。 

IRカットフィルター

このネットワークカメラは取り外し可能なIRカットフィルターを備えているため、フィルターを自動的に外して、低照度条

件下で赤外線がセンサーに入射するようにできます。 

■

 

自動モード（自動モードを選択している場合、日中/夜間露出プロファイルは使用できません）

 
  ネットワークカメラは周囲光のレベルを判断して自動的にフィルターを外します。

 

■
 

日中モード

日中モードでは、ネットワークカメラはIRカットフィルターを常時オンにして、センサーに赤外線が届かないようにして

変色を防ぎます。

■
 

夜間モード

夜間モードでは、ネットワークカメラはIRカットフィルターを常時オフにして、センサーが赤外線を感知できるようにし

て、低照度下の感受性の向上を助けます。
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画像設定

画像調整ウィンドウで、基本的な画像表示オプションを調整できます。  
1.  色：表示する画像の色をカラーと白黒から選択します。

2.
 
明るさ

3.
 
彩度

4.
 
コントラスト

5. 鮮鋭度

 

6.

 
高TVライン、ガンマ曲線、低照度補正など。その他のオプションは、個々のカメラのレンズや画

像センサーのタイプによって異なります。そのため、このウィンドウで設定可能なオプションが異な

る場合があります。個々のカメラ独自のオプションについて詳しくは、それぞれのユーザーマニュ

アルをご参照ください。

  

	 [復元]をクリックして元の設定に戻すか、[適用]ボタンをクリックしてプロセスを終了し ます。どの

カメラにも共通の機能については、[すべてのカメラに適用]チェックボックスを選択で きます。
  

  
 

スケジュール： 
 

 
異なる照明条件で、夜間モードなど、時間の異なるスパンに対して異なる画像設定を構成

します。
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露出：

WDRエンハンスド（強化）の有効：この機能で、例えば入口などの明るい背景に対して片側が影になっ

ている関心物体に極端なコントラストをかけて、画像の細部をより多く識別できるようにします。[WDR

エンハンスド（強化）を有効にする]チェックボックスを選択し、強度（低、中、高）を調整して最良の画質に

します。

 

 
WDR Proの有効：カメラが高コントラスト環境で細部をキャプチャできるようにするワイドダイナミッ クレン

ジ機能です。チェックボックスを使用して機能を有効にし、スライドバーを使用して、設置場所の 照明

条件に応じてWDR
 

Pro機能の強度を選択します。コントラストが高い場合（日陰のエリアと物体 の背

後の強い光の間）に、より高い効果を選択できます。
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5. 

 

スキャンが完了するまで待ちます。しばらくすると、取得した最も明瞭な画像が表示され、最適な焦

点範囲が得られます。結果が満足するものでない場合は、両側の矢印マークで、[フォーカス]を微調

整し ます。[>]はワイドからテレへ、[<]はテレからワイドへ変化しま す。
 

 
  

   
露出、フォーカス、プライバシーマスク、レンズ

 

 
 

フォーカスウィンドウ

1. 全画面：全画面でフォーカスを調整

2. 中心：画面の中心でフォーカスを調整

フォーカス/ズーム調整

3. ステップ1：アイリスを開く

4. ステップ2：ズームを調整する[<]はズームアウト、[>]はズームインします。

ズームを調整後、フォーカスを微調整するまたは、フルレンジスキャンを[開始]します。

カメラの機種により、露出、フォーカス、プライバシーマーク、レンズの設定が異なります。具体的な設定につ
いては、カメラのマニュアルをご参照ください。
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                              動体検知

検知ウィンドウをセットアップするには：※画像はPTZカメラの場合のUIを表示しています 。

1. クリックしてカメラを選択します。

2. PTZパネルで、画角を決めます。  
3. 画面をクリックしドラッグしながら、検知ウィンドウを描画します。 

 

5.

 
スライドバーで感度レベルを選択します。

6.

 

設定を確定するには[適用]ボタンをクリックします。                      
  

 

 
 

3-5-6. 設定–動体検知

1

2
3

5

6

4

プリセット位置を設定済みの場合は、メニューを展開してプリセットをクリックすると位置

に移動できます。

 

4. 所望の位置まで、検知エリアレベルを上に引き上げます。アラームをトリガーするには、 物

体が検知エリアよりも大きくなければなりません。

検知ウィンドウ
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3      

1

2

3

4

-5-7. 設定 - カメラ - PTZ設定

PTZプリセット位置を設定するには：

1. 1回クリックしてPTZカメラを選択します。

2. PTZ で、プリセット位置として指定する視野まで移動します。

3. [追加]ボタンをクリックして、位置の名前を入力します。[Enter]を押して続行します。設定を

繰り返してさらに位置を作成します。

4. 設定を確定するには[適用]ボタンをクリックします。

　
 
異なるPTZカメラを使用している場合は、PTZ も異なることがあります。

パネル

パネル
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1.  クリックして[パトロール]メニューを表示します。パトロールの順番の位置を変更したい場合は、プリ

セ ット位置を選択します。
 

  

3.

 
設定を確定するには[適用]ボタンをクリックします。

 4.

 
その後[パトロールをプレビュー]ボタンをクリックして、想定通りに実行されるかどうかを確認できます。

5.

 

[プリセットリストに戻る]をクリックすると、プリセットウィンドウに戻ります。

1

2

3

4

5

パトロールを設定するには：

全方位カメラには、取り付けタイプなどの独自のオプションがあります。

全方位カメラ表示モードのオプションについては、177ページまたはカメラのユーザーマニュアルをご参

照ください。

2. [上][下]ボタンをクリックして、順番の位置を変更するか、あるいは[削除]ボタンで順番からその位

置を外します。ある位置から次の位置に移動する前に待機する間隔を変更することもできます。
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3-5-8.  - カメラ  -  ポート転送

NVRが管理するカメラに外部ポート番号を関連付けることができます。次に、ルーター、仮想サーバー、ファイア

ウォールを構成して、ルーターが事前構成されたポート番号に入ってくるデータをプライベートネットワーク上のネ

ットワークカメラに転送し、カメラからのデータを同じパスを経由してネットワーク外部に送信できるようにすること

が可能です。
 

  
送信先

122.146.57.120:8000 192.168.2.10:80
122.146.57.120:8001 192.168.2.11:80
... ...

適切に構成されている場合、http://122.146.57.120:61001などのHTTPリクエストを使用して、ルーターの内側

にあるカメラにアクセスできます。
 

ネットワーク構成画面でポート番号を変更した場合は、ルーターに応じたポートを開いてください。例えば、ルーター

への管理セッションを開いて、ルーターを介したローカルネットワーク内のカメラへのアクセスを構成できます。構成に

問題がある場合は、ルーターの構成についてネットワーク管理者にご相談ください。
 

注意：

1.  このポート転送機能は、RTSP方式で接続したレガシーカメラには対応しておりません。 
 2.

 
構成可能なポート番号の範囲は、61001～61128です。

設定

送信元
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3-5-9. 設定 - カメラ  -  ファームウェアアップデート

USBサムドライブにカメラファームウェアファイルを用意します。サムドライブを、NVRのUSBポートに接続します。

  カメラを選択して、[アップロード]ボタンをクリックします。

 

アップロード が表示されます。ファームウェアファイルを選択します。[アップロード]ボタンをクリックします。パネル
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更新の結果が異なると、別のメッセージが表示されることがあります。

 

1.  正常に更新されました。

 
 

 

1.正常に更新された場合、ファームウェア
のリビジョン番号が更新されます。

 
 

一括更新機能で、複数台のカメラのファームウェアの更新ができます。最大8台のカメラのファームウェアの更新

を一度に行えます。更新の待機中のカメラには、「お待ちください...」メッセージが表示されます。

2. 中断された場合。

3. 更新に失敗しました。デバイスを確認してください。

4. 同じリビジョンが検出された場合、「無効なファームウェア」または「同じバージョンのファームウェアをアップグレ ードしました」と表示されます。



 

 

VIVOTEK - Built with Reliability

 
User's Manual - 117  

3-5-10. 設定–アラーム–アラーム

個々のカメラのデジタル入力、デジタル出力、および動体検知から報告されたイベントを、NVRシステムのア

ラーム設定に対応させることができます。これらのイベントは、以下のように報告またはトリガーされます。

 

1. イベントがトリガーされた時刻にビデオを録画します。

  

2.

 

イベントを、スナップショットを添付した電子メールで報告します。

  

3.

 

内蔵ブザーを鳴らします。

 

4.

 

FTPサイトへのイベントの発生によってビデオスナップショットとテキストメッセージをトリガーします。

5.

 

カメラのDOをトリガーします。

6.

 

PTZカメラのレンズがプリセット位置に移動した場合にトリガーします。

 

7.

 

通知をVAST

 

CMSソフトウェアに送信します。

8.

 

全画面ライブビューを、接続したモニターに送信します。

アラームは、最大10件作成できます。

 

HDIまたはDOへのハードウェア接続（例えばウィンドウセンサーなど）は、個別に行ってください 。動体検知設

定は、カメラ構成ウィンドウで行えます。

 

内蔵アラーム：システムアラームの初期設定を変更できます。右上の編集をクリック。

デフォルトでは、トリガーの[Disk full]、[Disk failure] にチェックがついています。アクションはブザーです。システム
アラームが不要な場合はチェックを外してください。
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アラームのトリガーが発生すると、ライブビューまたは他の設定ウィンドウにメッセージプロンプトが表示されます。

 

システムDI
システムDO  ►スナップショット

► FTP ►スナップショット
- 以下のカメラソース カメラDO
カメラDI パン-チルト-ズーム ►パン-チルト-ズーム
カメラDO システムDO 

CMSへ送信動体検知
PIR

VIVOCloudアプリ通知
HTTP

PoEエラー

* カメラDI/DO、動体検知、およびタンパリング検出は  ONVIF カ

メラは対応しておりません。  

タンパリング検出

以下は、アラーム発生源とアラームアクションの一覧です。

発生元 アクション

ディスク障害
ディスクフル

カメラ切断
ライン跨ぎ検知
侵入検知
徘徊検知
顔検出
持ち去り検知
置き去り検知

ビデオ録画
Eメール送信
ブザー

ビデオを全画面表示

ビデオ録画►



 

 

VIVOTEK - Built with Reliability

 
User's Manual - 119  

全方位カメラのモーションウィンドウでは、ウィンドウのコーナーマークをクリックして動かすことで形状を変え

ることができます。モーションウィンドウは四角形でなくても構いません。

1. [追加]ボタン　　　        をクリックします。  

	
 

 

	  
[次へ]ボタン　

 	

アラームを作成するには：

現在の設定の名前を手動で入力することもできます。名前には、

記号を含む英数字を  入力することができます。また、あるアラームと次にトリガーされるア

ラームの間隔を指定して、アラームのトリガーがあまり高頻度にならないようにすることもできます。

　 をクリックして続行します。

[0～9]、[a～z]、[A～Z]、[ _ ]、[ ] な

どの 16文字まで
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3.  トリガーウィンドウで、システムトリガー条件を選択するか、1台または複数のカメラをチェックボックスで選択し

ます。各カメラのDIまたはDOの数が自動的に検出され、個々のチ ェックボックスで表示されます。動体検

知機能は、多数の検知ウィンドウがカメラに対して構成されている場合、1つのチェックボックスを選択す れ

ばすべてトリガーされます。

 

 

カメラが接続されていない状態でも、トリガーソースは表示されます。  

	

	

	  [次へ]ボタン    　をクリックして続行します。

また、[トリガーのコピー元]メニューを選択すると、設定済みの構成を流用できます。
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4. アクションウィンドウで、ドロップダウンメニューからアクションタイプを選択できます。各アクションタイプの

設定の詳細を以下で説明します。
  

4-1. 録画 – イベントがトリガーされると、選択されたカメラが、イベント前/イベント後設定で定義した長さのビデオ

録画を行い、NVRシステムに記録します。
  

4-2. Eメール  –  Eメールアクションでは、イベントのスナップショットを添付したEメールを管理者に送信します。  

	
	

Eメール通知を設定するには、[送信者]と[受信者]アドレスに有効なEメールアドレスを入力し、Eメール

の件名と、Eメールの送信時に経由するSMTPサーバーアドレスを入力しま す。Eメールを送信するため

にSMTPサーバーへのログインが必要な場合、そのアカウントへのアクセスに必要なユーザー名とパスワー

ドを入力します。
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4-3. ブザー  -  イベントの発生時にブザーが鳴ります。ドロップダウンリストから、ブザー重大度を選択してください。 
     

   
 

 

	
  

	

       

イベント発生時にブザートーンを繰り返し鳴らす回数を選択します。

  

	  
 

	
   

	
 

	 1.  ディスク障害  -  ドライブがないか、SMARTで障害が検知されました。

	 2.  ディスクフル  -  空き容量が少なすぎるため録画タスクを実行できません。 

Eメールの件名とアドレスは、 英数字の  
ことができます。複数の受信者のアドレスを入力できます。セミコロン（;）で複数の受信

者のアドレスを区切ってください。

重要度の異なるイベント が同時に発生した場合、システムは

軽微イベントを無視し、重要イベントに対してのみブザー音を鳴らします。ブザーは、アラームアクションま

たはシステムイベントのいずれかで鳴らすことができます。アラームアクションとシステムサービスイベントが同

時に発生した場合、アラームアクションが優先されます。

複数のアラームアクションが発生した場合、現在のイベントのブザーは終了し、新しいイベントに対する

ブザーが鳴ります。

以下の条件でシステムはブザーを鳴らしますが、これらの条件の設定はできません。

[0～9]、[a～z]、[A～Z]、[ _ ]、[ ]、[-]、[.]、[,]、[ @]を含む 254

文字で構成する

（例えば重要イベントと軽微イベントなど）

     122 - User's Manual
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4-4. FTP–イベント発生時に指定したカメラからのスナップショットをFTPサイトにアップロードできます。FTPアド

レスをドット区切り表記（例えば159.22.151.20など）で入力します。ユーザーアカウントのログイン名とパス

ワードを入力します。FTPサイトの希望のディレクトリ名を入力することができます。サーバーポート のデフォ

ルトは21で、1025～65535の異なる数字を割り当てることもできます。
 

	
	
	
	
	

スナップショットのjpegファイルのファイル名は以下のようになります。

	 [MAC]_[DATE]_[TIME]_[CAMERA_INDEX].jpg 	
- 同様の名前のファイルが既に存在する場合は、ファイル名の最後にインデックス番号が付加され

ます。

 
 

送信されるスナップショットのサイズは320x240ピクセルです。

認証が適用されていない場合、ログインは[匿名]アカウントを使用して続行されます。
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4-5. カメラDO  -  トリガーされたアラームで、カメラのDO（例えばアラームサイレン）がトリガーされます。

4-6. カメラのパン-チルト-ズーム  -  PTZ対応カメラでは、アラームがトリガーされた時にレンズをプリセット位

置に移動することができます。例えば、トリガーされたセンサーが関心エリアの侵入者を検知している

可能性があり、そのエリアをカバーするようにカメラの視野を移動する必要があります。その前提条件

として、ローカルまたはWebコンソールを使用して、PTZカメラにプリセット位置を適切に設定することが

必要となります。
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4-7. システムDO  -  トリガーされたアラームを使用して、NVRのデジタル出力の切り替え（例えば、アラー

ムサイレンを鳴らすなど）を行います。  

   

   
4-8. VIVOCloudアプリ通知 - トリガーされたアラームを使用して、VIVOCloudユーティリティへのイベント

通知を切り替えます。その後、携帯電話でイベント通知を受信できます。
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4-9. CMSへの送信–GPS信号損失やGセンサーの力が設定した閾値を上回る場合に、イベントメッセージ

がVAST  CMSソフトウェアに表示されます。   

	 トリガーされたアラームはアラーム検索 に表示されます 。パネル
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	 また、VASTサーバーで対応するアラームを設定することもできます。アラーム管理ウィンドウを表示

します。[システムイベント]を選択して設定を始めます。

	  トリガーとして、NVRとトリガー条件（GPS切断など）を選択します。
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プルダウンメニューからトリガー条件を選択します。
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5.

 

スケジュール画面で、特定のタイムラインでのアラームトリガーの有効または無効を選択できます。例えば、状

況に応じて営業時間中にアラームトリガーを無効にし、営業時間外にのみトリガーを有効にするよう選択でき

ます。    
 

 

6.  [完了]をクリックして設定を終了します。   

7.  上記のプロセスを繰り返して、監視用設置のニーズに応じてさらにアラームを設定します。  
 

4-10. ビデオを全画面表示  –  関連するカメラからのビデオ映像は、トリガー条件の発生時に表示されます。
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3-5-11. 設定 - アラーム  -  Eメール

このウィンドウは、メールサーバーへの接続を構成できるインターフェースとして機能します。メールサーバーを介し

て、 システムはシステムアラームメッセージを含むEメールを複数の受信者に配信できます。設定を適用する前

に、到達可能なメールサーバーとEメールアカウントを指定する必要があります。
 

 設定オプションは、設定-アラームウィンドウの[Eメール]の設定と同じです。
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このウィンドウで、以下を設定できます。

1.  システム名を変更します。Webコンソールからは、各国語で名前を付けられます。  
2.  UI文字列の言語を選択します。

3.
 
システム時刻とタイムゾーンを設定します。自動サマータイムを適用できるDNSサーバーに接続してい

る場合は、ネットワーク内のサーバーから関連する設定を取得できます。[自動セットアップ]ボタンで、

サマータイム設定を自動的に更新できます。システムの再起動が必要です。

 
 

	
	4.

 

設定を確定するには[適用]ボタンをクリックします。

 

3-5-12. 設定–システム–インフォメーション

 
 

 

重要：

また、下の[ファイルをインポート]ボタンで、GZ形式のサマータイムプロファイルを手動で更新するこ

ともできます。

NTPタイムサーバー構成（自動）を設定すると、すべてのカメラがシステムをリッスンするようシステムで自動

的に構成されるため、すべて同じタイムサーバーを参照します。

システム時刻を変更すると既存の録画に乱れが発生する可能性があります。現在のシステム時刻をビデオ録

画が行われた時刻に戻すと、二重にファイルが生成され、これらのファイルは再生できなくなる恐れがあります。
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3-5-13. 設定–システム–メンテナンス

システムファームウェアの更新が必要になった場合は、VIVOTEKのテクニカルサポートまたはダウンロードサイトか

ら更新を入手してください。ファームウェアバイナリを探して[インポート]ボタンをクリックします。アップグレードは完

了までに数分かかります。アップグレード中は、記録タスクが中断されます。システムを再起動すると、更新が成

功したかどうかがわかります。  

  
 

  

このウィンドウでは、4つのメンテナンスタスクを実施できます。
 

1.
 
ファームウェアの更新–ファームウェアをダウンロードし、FAT形式のUSBドライブに保存します。このUSBデバイス

をNVRに接続してファームウェアをアップグレードします。

 
 

2.

 
デバイスパックの更新–デバイスパックによって、新しいカメラモデルに関連する構成と  

1. 録画されたビデオとデータベース。

2.アラーム記録、ブックマーク、ブックマークされた録画。

 

4.
 
復元–以前に保存したプロファイルがある場合は、以前の構成を復元できます。[復元]ボタンをクリックします。 

	
 

 

3.

 
バックアップ–バックアップ機能で、システム構成をバックアップできます。[バックアップ]をクリックするとメッセー

ジウィンドウが表示されます。[保存]をクリックしてシステム構成を保存します。

 
 

パラメータをインポート

し、これらのカメラをNVR構成に統合することが可能となります。デバイスパックの情報は、一部の調整可

能なパラメータに関連します。

バックアップファイルの場所を選択し、[保存]をクリックするとプロセスが完了します。USBサムドライブにバックアップ

する場合、サムドライブをFAT形式でフォーマットしてください。

バックアップには以下の内容は含まれません。

ファイルの場所のウィンドウが表示されます。バックアップファイルを探して[開く]をクリ ックします。復元プロセスは

完了するまでに数分かかります。プロセス中はシステム操作が中断されます。



 

 

VIVOTEK - Built with Reliability

 
User's Manual - 133  

3-5-14. 設定 - システム - 表示   

この画面では、ライブビューウィンドウにカメラのビューセルを連続して表示（ローテーシ ョン）するようにシステムを構成で

きます。例えば、2つの2x2レイアウトで8台のカメラがある場合、ローテーションで数秒ごとにすべてのカメラのライブビュ
ーを表示できます。  

  4Kモニターを使用する場合は、ディスプレイの解像度を3840x2160に選択します。

ローテーション機能を有効にするには、レイアウトパネルのローテーションボタンをクリックします。
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3-5-15. 設定 - システム  -  PoE管理

IPカメラがNVRのPoEポートに接続されている場合、カメラの消費電力が常に監視され、電力バジェットがPoE管

理画面に表示されます。  

PoE接続とPoE管理には以下が適用されます。

1.  総電力バジェット：

    
50W

2.

 

カメラは自動的にNVRに登録されます。PoE接続ステータスは10秒ごとに送られます。

  
 

 
   

4.

 

PoEプラグアンドプレイは、初期設定後に有効になります。これ以降に接続されたカメラは自動的にNVR構成に

追加されます。リストからカメラを手動で削除する場合は、

 
5.

 
上記は、ONVIFカメラには適用されません。

 

6. 例えばビデオサーバーなど、複数のビデオチャネルを備えたデバイスの場合、ビデオストリームごとにビデオチャネ

ルを占有します。

 
  

7.  各ポートのPoE出力は手動で有効または無効にすることができます。

  
8.  ポート#1、#3、#4が受電デバイスに接続されていて、NVRの電源が不足している場合、より小さいポート番号（

例えばポート#1など）のポートにまず電力が供給され、より大きなポート番号のポートが最初に切断されます。

この場合、ポート#4が切断されます。  

 

ネットワークをNVRに戻す前に、カメラを取り外してPoEポ

ートに再接続する必要があります。

3. 各ポートの最大出力は30Wです。電力需要が非常に高いカメラを接続する場合（例えば、IRライトがオンになってい

るPTZの場合）、PoE電力はそのポートでは無効になります。
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9.  PoE自動登録は、事前設定された認証情報、すなわちパスワードで保護されたカメラには適用されません。

10.  PoEポートのステータスは、次の状況を反映します。 
	   　A.     PoE有効  –  PoEは動作しています（画面右上のポートアイコンが緑色）	
	  B.   PoEがオフ  -  PoEが手動で無効になっています（OFFになっている）	
	  C.  PoEがオフ  -  ポートの電力が過負荷になっています（カメラ名の下）	
	

 D.   PoEがオフ
 

-
 

総電力が過負荷になっています（カメラ名の下）
	

	
　E. PoEがオフ

 
-

 
電源電圧が異常です（カメラ名の下）

	
	

F. PoEがオフ

 
-

 
規格外の受電デバイスです（カメラ名の下）

	 	
	

　G. PoEがオフ

 

-

 

ポートのエラーです（カメラ名の下）

	
	
	

 
総電力バジェットを超えると、PoEの電力消費を示すUI文字列が赤色に変わります。

 

警告イベントメッセージがプッシュ通知またはEメールで送信されます。

11. NVRに電力バジェットがほとんど確保されていない状態で新しいカメラを接続すると、 NVRは新しいカメラへの

    電力供給を停止します。

　

　

　

　

　

　

　

 



 

 

VIVOTEK - Built with Reliability

 
136 - User's Manual

3-5-16. 設定 - システム  -  UPS

この画面では、UPSのバッテリーが特定のレベルを下回ったときに正常にシャットダウンするようにシステムを構

成できます。また、予測持続可能時間に達したときにシャットダウンさせることもできます。APC
 

Black
 

500
 UPSに対応しています。  
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3-5-17. 設定 - システム  -  ログ

システムログは、システム、録画、ユーザー、エラーのカテゴリに分類されます。
    

  システムログを表示

するには、時間範囲を選択して[検索]ボタンをクリックします。

各カテゴリウィンドウで過去のログを検索できます。
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3-5-18. 設定 - システム  -  VIVOCloudサービス

このウィンドウでは、VIVOCloud構成を行うことができます。VIVOCloud機能を使用したシステムへのアクセス

の設定方法については、29ページをご参照ください。
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3-5-19. 設定 – システム  -  カスタマーサポート

システムに問題が発生した場合、デバッグレポートをエクスポートして、VIVOTEKのテクニカルサポートに

送信することができます。
  

インターネットに接続されている場合、リモートアクセス機能を起動することができます。アクセスIDが生成さ

れます。IDをVIVOTEKのテクニカルサポートに送信して、システム構成 とエラーをリモートで調べることができ

ます。システムエラーにアクセスして診断するためのテクニカルサポートが必要な場合にのみ、リモートアクセス

を許可してください。クラウドサーバーに接続しようとすると、60秒の初期タイムアウトが発生します。  
  

 

 
   

 

デバッグ後に手動で無効にしない場合、リモートアクセスは14日後に自動的に無効になります。デバッグプロセス

の実行中は、リモートアクセスを無効にしないでください。

画面下部にネットワーク利用不可のメッセージが表示されている場合は、NVRとクラウドサーバー間のネットワ

ーク接続に失敗している可能性があります。
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Login / Logout

3-5-20. 設定–ユーザー

ユーザーウィンドウでは、ユーザーの追加、ユーザーパスワードの変更、ユーザー権限と管理者権限の制

限を行うことができます。デフォルトの管理者を含めてユーザーは最大16まで作成できます。
 

 

1.
 
デフォルトで、管理者 の

  
2.  通常のユーザーは設定ウィンドウにアクセスできません。すなわち、通常のユーザーはカメラを追加または削除し

たり、アラーム、ネットワーク、およびその他すべてのシステム設定を変更したりすることはできません。ユーザーが

設定ウィンドウにアクセスしようとすると、ログインウィンドウが表示され、通常のユーザーはログインできなくなりま

す。ログインウィンドウには通常のユーザーの名前は表示されません。

 

	
 

 

4.
 
システムは、特定のカメラのアクセス権がないユーザーへの映像配信をブロックします。また、これらのカメラから
のアラームおよびアラームでトリガーされた録画も、認可されていないユーザーがアクセスすることはできません。

 
 

重要：

2つのユーザーグループがあります。と通常ユーザー

3. 管理者ユーザーは、構成に追加されたすべてのカメラにアクセスできます。通常のユーザーについては、一部また

はすべてのカメラにアクセスできるように構成できます。

管理者のパスワードは初期設定でNVRに初めてログインするときに設定されています。ここで管理者のパスワー
ドを変更することができます。
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ユーザーを作成または編集するには：

1.  プルダウンメニューを開き、ユーザーグループを選択します。ユーザーグループとして、[管理者]または

[通常ユーザー]を選択します。

  
 

2.  ユーザー名とパスワードを入力します。ユーザー名に入力できるのは、[0～9]、[a～z]、[A ～Z]、[ _ ]、

[ ]、[-]、[.]、[,]、[@]を含む英数字64文字までとなります。パスワードに入力できるのも最大64文字で

す。
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3.
 

 
4.

 
[適用]をクリックして構成ウィンドウを閉じます。手順を繰り返して、さらにユーザーを作成します。

 
3-5-21.

 

設定–ユーザー
 
-
 
ログイン

 

/ログアウト

ログイン

1.

 

ライブストリーミングを表示する際にログインが必要

 

：選択すると、ユーザーはライブビューを表示する前に認証

情報の入力が求められます。選択しないと、最初にライブビューが表示され、設定画面の表示など の特定

のタスクを実行する際にログインが必要になります。  

 

	  
 

	  
 

 

2.

 

されたカメラをライブビューの先頭に移動する（通常ユーザーのみ）：特定のカメラにのみアクセスでき

るユーザーの場合、ライブビューを表示する前に認証情報を入力する必要があります。

 
1.

 

自動ログアウトを有効にする：デフォルトでは、10分間何も操作しないと、ユーザーは自動的にログアウ

トします。選択しないと、NVRは自動的にログアウトしません。ユーザーは手動でのみログアウトできる

ようになります。

 

 

  
カメラへのアクセスが制限される通常ユーザーを作成する場合、カメラごとにチェックボックスを選択解除して、

ユーザーのアクセス制限を設定します。

また、一定時間NVRを操作しない状態が続くと自動ログアウトする機能も有効になります。デフォルトは

10分です。

ユーザーがカメラビューを使用できるかどうかは、ユーザーアカウント構成で指定した権限設定に従います。カメ

ラビューによって、一部のユーザーが閲覧できたり、できなかったりする可能性があります。

ログアウト

認可
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3-5-22. 設定–ストレージ

ストレージページには、ディスク番号、総容量、使用容量と空き容量、およびフォーマットや削除などの関連 コ

マンドを含むボリューム情報が表示されます。各ボリュームにはハードドラ イブが1つしかないため、ハードドライ

ブに関する詳細情報もこの画面に表示されます。

 

 
 

 

ディスク情報：

モデルファミリー：HDDメーカーのブランド名        
デバイス型番：ディスクのモデル名

前回の確認：このドライブで前回実行された不良ブロックチェックまたはS.M.A.R.T.テスト

                                                                                                                           ステータス：ディスクドライブから送られたS.M.A.R.T.ステータス。これは、手動で実行したS.M.A.R.T.テスト

の結果ではありません。

既存のストレージボリュームをフォーマットすることもできます。

シリアル番号：ディスクドライブに割り当てられたシリアル番号

ファームウェアバージョン：このディスクドライブで実行中のファームウェアのバージョ ン
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	 属性名：種々の属性は、HDDメーカーによって異なる場合があります。              
	

            
値：現在選択されている属性の値。  

	 最悪値：その属性に対して取得された最悪の値。
	

閾値：事前定義された閾値またはトリガー値。正規化された値が仕様を超えていると見なされる閾値。

	  
	  

検証：

このボタンを使用して、3種類のチェックディスクアクションを開始できます。  

	   
 

	

 
	

 

	  
  

	  
 

 
 

ディスク検証機能では、ボリュームを一時

的に無効にする必要がありま す。すなわ

ち、ディスク検証を実行する前に、 ビデオ

録画が停止します。

不良ブロックチェック：ドライブセクターの読み取り/書き込みテストを実行して、不良ブロックを見つけま

す。この動作は、完了に数時間かかることがあります。

高速S.M.A.R.T.テスト：ディスクバッファ、リードヘッド、シーク時間、ドライブセクターの整合性など、

電子的および機械的なパフォーマンスとディスク読み取りパフォーマンスをテストします。この短いテ

ストは、ディスクプラッターの小さいセクションで実施されるため、2分程度で完了します。

上記のディスクチェック機能を録画中に実行すると、システムリソースが消費され、記録タスクでフレーム

がドロップされる可能性があります。

S.M.A.R.T.ロングテスト：ロングテストは、高速テストよりも徹底的に行われ、すべてのドライブセクター

に対して実施されます。実際の完了時間は、ドライブのサイズやテストする属性によって異なります。
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重要：

この構成ウィンドウの「ディスク」は物理ディスクドライブを指し、「ボリューム」は複数のディスクドライブを含む

ディスクドライブの論理構成を指します。

以下の場合、そのディスクドライブはストレージ構成で使用できません。

1.  検証プロセスを実行中のディスクドライブの場合。

2.  S.M.A.R.T.自己検出によって「故障した」ドライブと見なされたディスクドライブ。
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3-5-23. 設定 - ストレージ  -  定期バックアップ

  
 

 
   

   
 

	
 

7.

 

毎日のバックアップ時刻：プルダウンメニューで、毎日のバックアップを始める時間を選択します。

  

 
	   

 

	  

 

	   
 

        

 

バックアップを設定するには：

1. チェックボックスをクリックして[定期バックアップ]を有効にします。

2.

 
サーバー：サーバー名、またはFTPサーバーのIPアドレスを入力します。

﻿
最大長は253文字です。アドレスの先

頭または末尾にハイフン（-）は使用できません。

 

3.

 

ポート：ポート番号を入力します。デフォルトは21です。

4.

 

パス：ルートと異なる場合の宛先フォルダ/パスです。使用できる英数字は[0～9]、[a～z]、

 [A～Z ]、[-]、[/]、[_]であり、最大64文字となります。

  指定しない場合、宛先はルートディレクトリになります。

5.

 

認証：[有効にする]チェックボックスをクリックして、プライベートFTPサーバーの[ユーザー名]と[パスワード ] を入

力します（匿名アクセスは許可されません）。

﻿

使用できる英数字は[0～9]、[a～z]、[A～Z]、[-]で あり、最大64文

字となります。

6.

 

FTPをテスト：[FTPをテスト]ボタンを使用して、FTPサーバーの構成が有効かどうかを確認します。 接続が

成功すると、インジケーターが表示されます。

定期
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バックアップが失敗した場合、システムログに失敗が記録されます。考えられる原因は以下の通りです。

 

 

 
       

 

  

 

FTPバックアップエラーが発生した場合、システムは再接続されるまで、あるいはキャンセルされるまで5分ごとに

接続を再試行します。

試行が失敗するたびにエラーメッセージが表示されます。接続の問題に関連しないエラーの場合、各録画ファ

イルに対して3秒ごとに5回再試行が行われます。試行が失敗するたびにエラーメッ セージが表示されます。

1.

 

アップロード速度が非常に遅いか、ネットワークの問題があるため、後続のバックアップの開始時に前のバッ

クアップが終了していない。

2.

 

進行中の定期バックアップがキャンセルされた。

3.

 

バックアップの実行中にストレージボリュームでエラーが発生した。例えば、ハードディスクが切断されている、

フォーマットされている、システムが未構成のボリュームを検出した場合など。

4.

 

パスのエラー。宛先ディレクトリが存在しない。

8. バックアップ録画

録画するカメラ：デフォルトでは、すべてのカメラの録画がバックアップされます。特定のカメラの録画のみを

バックアップしたい場合は、1つまたは複数のカメラを選択解除します。

録画する時間範囲：録画が含まれるタイムスパンを選択します。タイムスパン内の録画をバックアップ

し ます。［適用］と［クリア］ボタンを使用し、スケジュールウィンドウでマウスカーソルをドラッグしてスケジ

ュー ル上の有効とする時間を決定します。

接続：帯域幅の上限閾値の数値（例えば124 Kbpsなど）を入力して、アップロード制限を有効にすることを

選択します。ネットワーク帯域幅が問題になる場合は、上限閾値を設定します。
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   ネットワーク設定が完了したら、[適用]ボタンをクリックします。

進行中のバックアップは手動でキャンセルできます。
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3-5-24. 設定 - ネットワーク
 

設定

 
-

 
ネットワーク

 
-

 
IP

   

DNSサーバー１：ホスト名をIPアドレスに変換するプライマリドメインネームサーバーです。

  

DNSサーバー２：プライマリDNSをバックアップするセカンダリドメインネームサーバーです 。

DHCP：デフォルトでは選択されています。サーバーは、システムがLANに接続されるたびに、DHCPサーバーによっ

て割り当てられた使用可能な動的IPアドレスを取得します。

手動設定：静的IPアドレスをNVRに手動で割り当てるには、このオプションを選択します。

ISPから 提供された静的IP、サブネットマスク、デフォルトルーター、

   

 

   

ネットワーク設定が完了したら、[適用]ボタンをクリックします。

プライマリDNSを入力します。

サブネットマスク：宛先が同じサブネット内にあるかどうかを判別するために使用します。

デフォルト値は「255.255.255.0」です。

ゲートウェイ：フレームを別のサブネットの宛先に転送するために使用されるゲートウェイのIPアドレス

です。ルーター設定が無効な場合、異なるサブネット内の宛先への送信に失敗します。

 

デフォルトゲートウェイ：NET1がアップリンクポート、NET2がPoEポートのネットワークです。デフォルトルータが接続さ

れたネットワークを選択します。

NET2について（FW4.1以降）

NVRのPoEポートはデフォルトではDHCPクライアントに設定されていますので、IPアドレスが設定されていない カ

メラを接続すると、カメラは169.254.XXX.XXX（xxxは任意）に設定されて立ち上がります。

NVRのDHCPサーバーを有効にしてカメラのIPアドレスを自動で設定するときには、IP設定で手動設定を選択

し、設定したいネットワークセグメントのホストアドレスが１のIPアドレスとサブネットマスクを設定します（例：192.

168.10.1/255.255.255.0）。PoE

 

DHCPサーバーをONにして、IPの範囲をメッセージに従って設定してください 。

さらにゲートウェイ、DNSサーバーのIPアドレスも設定してください。

NVRのDHCPサーバーを無効にしてあらかじめIPアドレスが設定されたカメラをPoEポートに接続するときは、

PoE

 

DHCPサーバーをOFFにしてください。
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 - DDNS

VIVOTEKは、インターネットからアクセスしたいユーザー向けの無料のDDNSダイナミックドメインネームサービス、

またはNVR向けのドメインネームサービスとして、Safe100.netを提供しています。VIVOTEKは、Safe100.netサ

ービスの製品MACアドレスのデータベースを維持しており、NVRシステムごとに1つのドメイン名を適用できます。

 
 

  
 

DDNS有効：DDNS設定を有効にするには、このチェックボックスを選択します。

  

 

[登録]ボタンをクリックします。利用規約ウィンドウは、下部のチェックボックスから選択します。   
をクリックして、ライセンス契約条件を読みます。

 

  
 

 

 

  

設定

ホスト名、Eメールアドレス、パスワードを2回入力して[適用]をクリックします。        

インターネットへアクセスできることを確認してください。

Eメールアドレスに使用できる文字は、  [0-9][a-z][A-Z][!][#][$][%][‘][*][+][-][/][=][?][^][_][`][{][|][}][~][.]で

す。 連続した2つのドット[..]は使用できません。256文字までのアドレスを登録できます。

パスワードに使用できるのは英数字のみです。最大文字数は64文字です。

完了すると、確認メッセージが表示されます。また、確認のEメールも送信されます。これで、 xxxx.safe100.

netドメインメールアドレスを使用してNVRシステムにアクセスできます。インターネットからのアクセスは、ポート

転送などの方法を使用して、NVRに割り当てられたプライベートIPにルーティングする必要があります。
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設定–サービス

デフォルトでは、NVRサービスとビデオストリーミングにはHTTPポート80とRTSPポート554を介してアクセスしま

す。必要に応じて別のポート番号を指定できます。通常、これらのポートを変更する必要はありません。

HTTPS暗号化接続がデフォルトで有効になっています。  

 
 

    

Webコンソールではなく、iViewerおよびVIVOTEKのVASTソフトウェアを使用して、NVRとその下にあるカメラに

アクセスすることもできます。NVRは、階層的なデバイス構造のサブステーションの1つとして管理できます。

NVR をVAST 構成に追加する前に、VAST サーバーからアクセスするためのパスワードを設定します。

iViewerからアクセスするには、NVRへのログインと同じユーザー名とパスワードを使用してログインします。

以下は、VASTサーバーからのサブステーション追加プロセスを示す画面です。
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VAST
Camera 01 Camera 02 Camera 03

Camera 04 Camera 06Camera 05

Camera 07 Camera 08 Camera 09 HTTPS接続

OpenVPNトンネル
ポート転送

VPNトンネル
の確立

ポート転送

レジスタ
サブ ステーション

CA / Cert /
Keyのフェッチ

RESTful 
APIサーバー

NVR

デフォルトポート:
 

3443

デフォルトポート：
 

3939

VAST2自動接続

OpenVPNによるNATトラバーサル

VASTサーバーのインストール時、「OpenVPNによるNATトラバーサル」オプションを選択で きます。3G/4G/LTE

ネットワークを介したNVRからのリモート接続は、OpenVPNトンネルを 介して行うことができます。OpenVPNオプ

ションを選択すると、OpenVPNサーバーがVASTサーバーとともにインストールされます。

暗号化UDP接続を介したHMAC認証とTLS暗号化は、トラバーサル手法を使用して簡単に実行できます。

 インター
 ネット

メッセージ
のトンネル

以下は、インストール画面の例です。
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C:\Program

 

Files

 

(x86)\VIVOTEK

 

Inc\VAST\Server\OpenVPN\config\server\server.ovpn

port

 

3939
proto

 

udp dev

 

tun
ca

 

ca .crt
cert

 

server .
crt key

 
server.key
dh

 
dh.pem

server
 
10.6.0.0

 
255.255.0.0

topology
 subnet client-

to-client
client-config-dir "C:\\Program Files (x86)\\VIVOTEK Inc\\VAST\\Server\\
OpenVPN\\ ccd"
keepalive 10 30
cipher AES-256-CBC
max-clients 50000
persist-key

 
persist-tun 

status
 
openvpn-status.

log log-append
 

openvpn
.log verb

 
3

mute
 
20

sndbuf
 262144

rcvbuf 
262144 tls-
server

インターネット経由でNVRにアクセスする必要があるリモートVAST2インスタンスを使用して、そのパブリックIPア

ドレスと認証情報を入力できます。NVRは、RESTful（Repretational

 
State

 
Transfer）

 
API （Application

 Programming  Interface）サービスを介してリモートサイトで実行されているVPNサーバーにリモート接続する

OpenVPNクライアントを実行します。該当するサービスポート番号の値は1～65534です。デフォルトは3443で

す。NVRは自動的にCA証明書キーに登録し、VPNトンネルを介してサブステーションになります。一度設定

すると、VAST2は自動的にNVRに接続できます。

インターネット経由でアクセスするには、VASTサーバーでパブリックIPまたはドメイン名を構成する必要がありま

す。IPまたはドメイン名には、英数字の[0～9]、[a～z]、[A～Z]、[-]を含めることができます。ハイフン[-]は、

先頭または末尾に付けることはできません。

OpenVPNを介して接続するVASTサーバー側では、サーバー/クライアント構成を適切に構成する必要があ

り ます。NVRでは、VPN接続に対して適切なゲートウェイ設定を行う必要があります。

サーバー構成のための構成ファイルは以下に格納されています。

ネットワーク構成に応じて、VPN

 

IPサブネットパラメータを編集できます。編集可能なテキストファイル

は 以下のような内容です。
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NVRサーバーとVASTサーバーは、証明書情報を交換するときに同様の時間設定になっている必要が

あります。そうでない場所、相互ハンドシェイク認証プロセスが失敗する可能性があります。

NVRネットワークサービス設定ページでOpenVPNのDNSドメイン名と認証情報を入力します。

 

  

 

  

インターネット経由でアクセスするには、VASTサーバーでパブリックIPまたはドメイン名を設定する必要がありま

す。IPまたはドメイン名は、英数字の[0～9]、[a z]、[A～Z]、[ - ]を含むことができます。ハイフン[-]は、先

頭または末尾に付けることはできません。

VASTからNVRへのアクセスを

認可する

～
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設定–HTTPS 認証

HTTPS（Hypertext Transfer Protocol over SSL）は、Webブラウザとサーバー間のトラフィックを暗号化する
ために使用されるプロトコルです。 HTTPSは、暗号化された情報交換を保証するために使用されます。 ここ
でユーザーはNVRからCSRを作成するか、サードパーティのCAにサインインして、証明書をNVRにインポートす
ることができます。

HTTPSを有効にするには、自己署名証明書を作成するか、認証局（CA）の証明書のリクエストを作成しま
す。
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3-6.  トレンドマイクロIoTセキュリティサービス

このNVRには、様々な形態の攻撃を行うハッカーに対するトレンドマイクロのセキュリティサービスの保護が付属

しています。サービスを有効にして、ウィルスデータベースを継続的に更新させることができます。

   

セキュリティサービスを有効にするには： 
  

 
 

	       

  

1. [有効にする]チェックボックスをクリックします。

2.
 
Trend

 
Micro

 
End

 
User

 
License

 
Agreementを読み、確認します。

3.

 
ウィルスデータベース（シグネチャ）を手動で更新するか、システムでデータベースを自動更新するかを選択し

ます。インターネット接続が利用できない場所にインストールする場合は、トレンドマイクロのシグネチャをUSB

ドライブにダウンロードし、NVRに挿入して更新します。

セキュリティパッケージの有効期限が終了した場合は、営業担当者にお問い合わせください。

4. サイバーセキュリティアラート、イベントログ、およびイベントログのサイバーセキュリティ管理。NVRにはトレン

ドマイクロのセキュリティパッケージが付属しており、カメラからサイバー攻撃情報を受信できます。また、これら

のイベントはVASTソフトウェアで収集できま す。
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3-7. Information（情報） 
このウィンドウには、このマシンで実行されているファームウェアのリビジョン番号が表示されます。
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159

 

-

 

User's

 

Manual

セクション2  
Webコンソールによる管理

 
 

 

 

LAN / WAN

Webコンソール

 

	

IPv6アドレス経由でアクセスする場合、ファームウェアリビジョン3.1に対応しています。 一部のブ

ラウザでは、次のように

 

[

 

and

  

]

 

のブラケットを使用してIPv6アドレスを囲む必要があります。

 
 

	

http://[2001:db8:1234::abcd]

 

  
 

   

 
  

Webコンソールを使用するための要件は次の通りです。

1.

 

8GB

 

RAM以上のi5

 

CPU。

2.

 

サブストリームはH.264、640x360の低解像度で設定することが推奨されます。

3.

 

プラグインを使用せずアクセスする場合はGoogle

 

Chromeを使用してください。

ネットワーク経由でアクセスするとき、総ストリーミングスループットは24Mbpsになります。
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第4章 ログインとスタート 
4-1. ログイン

これは、ブラウザのログイン画面です。最小解像度は1280x960です。

 
  

 

 
 

NVRにアクセスするにはGoogle  Chromeを使用してください。このマニュアルではChromeを使用した場合のユ

ーザーインターフェースについて説明します。

パスワードの設定と変更は[設定]ー[ユーザー]のぺージをご参照くださ い。

    

間違っ たユーザー名またはパスワード

を入力すると、システ ムはプロンプトを表示します。
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ログインエラー：以下のようなエラーが発生する可能性があり

ます。

ユーザー情報を記憶する：[ ]チェックボックスをオンにすると、ブラウザのCookieにユーザー名が2日間

保 存されます。システムに2日間ログインしないと、ユーザー名は自動的に消去されます。

ログイン画面の言語セレクターメニューを使 用して、別の言

語を選択することもできます。機能項目、メ ニュー、ダイアロ

グが選択した言語で表示されます。

ログインの失敗は、ユーザー名とパスワードが正しくないことが原因である可能性があります。
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NVRシステムは、ライブビューウィンドウ、再生ウインドウ、検索ウインドウの設定ウィンドウからなるシンプルなUI

構造を採用しています。ログインした後1つのウィンドウから他のウィンドウへは、画面左のホットリンクボタンを選

択することで移動できます。

ライブビュー 再生 検索 設定
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1.  NVRを操作する前に、ハードドライブが適切に取り付けられ、ストレージボリュームが構成されていることを確

認してください。適切な構成になっていない場合、システムの機能の一部が操作できなくなります。  
 

2.

 

IEブラウザでライブ画面、再生画面を表示するには、画面表示に従いActive

 

Xプラグインをインストールしてく

ださい。その場合、IEブラウザコンソールを再起動する必要がある場合があります。

 

重要：

 

ノート：

NVRはChromeブラウザを使用する場合、プラグインを使用せずにWebセッションを行うことができます。
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ビューセルパネル6

 ローテーションモード14

                  レイアウト13 
折りたたみ/展開12

全画面16
 折りたたみ/展開12

7

    通知
8

ログイン/ログアウト
9

日付と
時刻10

コントロー ルと
表示ウィンドウ

11

ページ変更15

    デバイスリスト5

ライブビュー1

再生2

検索3

設定4

4-2.  グラフィカルなレイアウトと画面構成- ライブビュー

 
  

1  
2
3
4 デバイスリスト  

 
5  
6 ビューセルパネル  
7  
8   
9 ログイン/ログ

アウト  
10 日付と時刻
11 コントロールと

表示ウィンドウ
  

 
12 折りたたみ/展開
13  
14 ローテーションモード  

カメラからのビデオ映像がビューセルに表示されます。

ログインすると、デフォルトでライブビューページが表示されます。このページから、他の構成ユーティリティ、

ライブビュー画面、その他の機能パネルにアクセスできます。画面には以下の要素があります。

項目 名前 内容
ライブビュー 構成に追加されているすべてのカメラを一目で確認できます。

再生 カメラの録画映像にアクセスできます。

検索 アラーム検索パネルにアクセスできます。

構成に追加されているすべてのデバイス（カメラ/ビデオサーバー）が一覧表示さ
れます。

設定 システム設定にアクセスできます。

ストレージ 現在のストレージの使用量を確認できます。

通知

レイアウト

システムイベントやアラーム通知などのシステム通知です。

ログアウトし、別のユーザーロールでログインできます。ここから、元のインターフェースに切り
替えることもできます。

日付と時刻が表示されます。クリックすると、日付と時刻の設定ページが表示されます。

ビューセルが選択されている場合、カメラ固有のコントロール（PTZなど）と表示オプション
が表示されます。

サイドウィンドウは表示または非表示にできます。

レイアウトの展開、回転、やり直しができます。

クリックするとローテーションモードになります。

ストレージ
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15  
 

16  

それぞれのパネルについて、詳しく説明します。  

4-2-1. デバイスリスト

デバイスリストには、システム設定ユーティリティで設定した連番順に、追加されたカメラが表示されます。
 

 
 

カメラアイコン：

デバイスリストのカメラ名をマウスでクリックすると、右側のウィンドウにIPアドレス、モデル名、記録設定、DI/DO

情報、その他のコントロール要素の概要が表示されます。
  

項目 名前 内容
ページ変更

全画面

ライブビューが多くのページに分散している場合は、クリックして他のレイアウトページに移動
します。

ライブビューのみの全画面表示になります。

アクセスに制限がある認証情報を使用してログインした場合、すべてのカメラではなく、アクセスできるカメラ

のみが表示される場合があります。

ソートタイプ
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タイプアイコン

デバイス名               

録画中

  

 

 

           
全画面

 

デバイスをNVRに追加すると、ここに表示されます。デバイスタイプが自動的に検出されます。デバイスの種類

によって、表示されるデバイスのアイコンが異なります。

デバイスの種類によって、表示されるデバイスのアイコンが異なります。例：

ボックスカメラとバレットカメラなど

全方位カメラ

PTZカメラ

ビューセルの要素：

スナップショット

 
コントロール/表示ウィンドウの
有効/無効

詳細情報

デバイスインデックス
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4  

 
   

 

 

 

 

指定できるレイアウトは、下記の4種類です。

1x1、2x2

 
 

 

カスタムレイアウトを設定できるのは管理者のみであり、すべてのユーザーは、ログイン時に表示するレ イアウトを

指定できます。各ユーザーのデフォルトのレイアウトは、ブラウザのCookieに保存されます。

1P+3

3V（縦長ビューに適用）

管理者としてログインしていないユーザーは、レイアウトは変更できますが、構成の変更（ビューセルに配置されて

いるカメラとともに）はできません。

-2-2. レイアウト
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4-2-3. シーン

  
シーンを使用すると、ユーザーは複数のカメラからのライブビューをまとめて、一目で確認できる包括的なビ

ューを設定できます。例えば、特定のエリアをカバーするために複数のカメラが設置されている場合に有効

です。  

 

 

新しいシーンを作成するには、[シーンの作成]ボタンをクリックします。

レイアウトの変更、新しいシーンの名前の追加、レイアウトへのカメラのクリックアンドドラッグができます。完了

したら、[作成]ボタンをクリックします。

シーンビューでは、1台のカメラを複数のビューセルに配置できます。これは、全方位カメラやマルチレンズカ

メラなど、カバーエリアの広いカメラを使用する場合に有効です。
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4-2-5. ビューセルパネル

  
1つのビューセルは以下のようになっています。各ビューセルには、ビデオストリームの表示領域、情報、機能 ボ

タンがあります。

  

1. シングルクリックで、ビューセルパネルからビューセルを選択する、機能ボタンを有効にする操作ができます。

 
 2. ダブルクリックで、ビューセルのサイズをパネルいっぱいに最大化します。

  3. もう一度ダブルクリックすると、最大ビューが元の画面に戻ります。
     

 
 

                            

カメラのビューセルへの追加

1.

 

デバイスリストのカメラをクリックして、空いているビューセルにドラッグします。

 2.

 
カメラリストのカメラをダブルクリックします。カメラは、一番最初の空いているビューセルに追加されます。

 

 

 
  

ビューセルに表示するビデオストリームはシステムで自動的に選択されますが、右の[ストリーム]から別の

ビデオストリームを手動で選択することもできます。

ビューセルの選択を解除して通常のビューに戻すには、ビューセルをダブルクリ ックします。また、他のビューセ

ルをクリックして、他のカメラを続けて追加することもできます。

カメラのインデックス番号に基づいて、自動的にカメラがビューセルに追加されます。異なる順番と配置に

したい場合は、[シーン]モードで異なる配置を作成します。
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ネットワークの問題により、ビューセルでネットワークカメラの画像表示に時間がかかることがあります。この状態

が長時間続く場合、ネットワークの問題が発生している、またはビデオストリーミングの構成に問題がある可能

性があります。NVRは、録画にビ デオのメインストリームを 使用し、ライブ表示にカメラからのメインストリームまた

はサブストリームを使用します。個々のWebコンソールをネットワークカメラに対して開いて、ビデオストリーミング

構成を変更することができます。
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コントロールウィンドウ

ビューセルのいずれかをクリックして選択し、そのコントロールウィンドウと表示ウィンドウを

アク ティブにします。以下の操作ができます。

4.
 
録画映像にブックマークを付ける。ブックマークは、短い説明の付いた25秒間の映像です。この機能を使用する

には、ビューセルに表示されたカメラのビデオストリームがNVRに録画されている必要があります。

  
  

 
 5.  音量を調整する。

6.  異なるストリームを選択する。

 7.  デジタルズームを有効にする（マウスホイールを使用）。

 8.  外部出力（DO）を手動で切り替える。

 

DO切替

デジタルズーム

1.  IPアドレス、モデル名などの基本情報を表示する。

2.  手動録画を開始する。

3.
 
スナップショットを取得する。

ブックマーク

画面サイズに合
わせて切り替え

手動録画

音量コントロール

スナップショット
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* 全方位カメラの場合、全画面表示で歪み補正モードを選択できます。  

1Oビュー（全方位ビュー

 
）

                     
                    180°半球

1O（全方位ビュー）

1P（パノラマビュー）

スワイプで水平方向にスクロール
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1R（領域ビュー）

 

1Rビュー（領域画面ビュー）

          &
ズームイン／アウト

全方向ナビゲーシ ョン
コントロール

  

   

ズームイン ズームアウト
と

1Rモードは、半球内のある画像を表示します。ズームイン/ズームアウト（マウスホイールか PTZパネルを使用）や

、半球内の他のエリアに移動（マウスをクリックしてドラッグ）す ることができます。特定の物 体をクリックすると、その

物体を中心とした表示になり ます。左マウスボタンをクリックして押したままにすると、表示 を縦方向や横方向に

スワイプできます。

全方位カメラ取り付けタイプが[壁取り付け]タイプに設定されている場合、ビューセルの画面コントロールでパンお

よびチルトできる範囲は90°に制限されます。取り付けタイプとカメラ設定が適切に構成されていることを確認し

てください。

魚眼レンズは監視エリアが広いため、複数のビューセルに全方位カメラを追加して異なる領域ビューを表示する

ことができます。このようにすると、複数の関心領域を一目で確認できます。また、レイアウ ト設定を保存する際

に、このビューウィンドウの構成も保存できます。
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* PTZカメラの場合、下にスクロールするとPTZコントロールパネルが表示されます。ここで、ズーム、フォーカス、

パ ン、パトロール、カメラレンズの移動ができます。
  

 

	  

 

 
 
 

   

ノート：

 
 

  

 

PTZカメラのライブビューで、マウスボタンを押したまま一定方向にカーソルを動かします。PTZカメラのマウスコン ト

ロールが自動的に有効になります。以下に示すように、カーソルを動かす距離が大きいほど、レンズモジュール は

速く移動します。

ユーザー/システムがブックマークに追加されたビデオクリップを消去す

ると、そのブックマークは消去されます。ブックマークと一緒に古いビデ

オを削除することで、ストレージの容量を再利用することができるよう

になります。

オートパン/パトロールコントローラ：PTZカメラにプリセット位置が設定されている場合に、パトロールが利

用で きます。オートパンを有効にすると、ユーザーが停止させるまで360度のパン動作を継続します。

[停止]ボタンでパンやパトロールが停止します。

カメラの移動方向

速い

遅い
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表示ウインドウ

表示ウィンドウで、以下を構成できます。

 

 

4.

 
カメラのステータスを表示します：トレンドマイクロIoTセキュリティおよびビデオコンテンツ分析。カメラがこれら

の 機能をサポートしている場合は、ライブビューに表示できます。
 

1.  ビューセルの左上にある小さなカメラタイプの表示アイコンを有効または無効にする。

2.
 
カメラ名とIPアドレス。1つまたは複数選択します。

3.

 
カメラの時刻を表示します。

[すべてのビューセルに適用]ボタンで、すべてのビューセルで表示機能を有効にできます。
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4-3.  グラフィカルなレイアウトと画面構成- 再生

レイアウト
         コンテンツ

再生パネル

カレンダ ー

1

3
4

2

カメラリスト

 

1  
 

2  

3 レイアウトコン
テンツ

 

4  
 

1.  クリックしてカメラを選択します。複数のカメラを選択できます。

2.  カレンダーパネルに、ビデオ録画が実際に行われた日付が表示されます。これらの日付は、 明るい色の文字

で強調されます。録画のある日付をクリックして選択します。

   
 

再生ウィンドウには以下の画面要素があります。

項目 名前
カメラリスト

カレンダー

再生パネル

録画されたデータがあるすべてのカメラを一目で確認できます。

記録が行われた日付が表示されます。録画の履歴から特定の部分をすばやく
見つけることができます。

再生に関する機能が表示されます。個々のビューセルに対するスナップショ
ット、ブックマーク、エクスポート機能も使用できます。

再生を開始して過去の録画を検索するには：

説明

画面表示レイアウトを選択します。
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再生パネル 

 
 

 
 

 
  

 

 

コントロールボタン

 

 

 
 

 

タイムライン
スライダー

既存の録画の長さ

タイムラインズーマー

タイムスライドバーで、録画を素早く確認できます。次のような機能ボタンがあります。

ボタン

一時停止

再生。このボタンは、再生を手動で一時停止すると有効になります。

次のフレーム。再生を一時停止した後、このボタンを使用してビデオをフレーム
単位で閲覧できます。
10秒前から再生します。

10秒後から再生します。

タイムラインの時間軸を変更することができます。拡大すればよ
り細かいスキミング ができます。

再生音量

説明

再生速度を変更することができます。2倍、4倍での早送り再生、1/2、1/4でのスロー再生
に対応しています。

再生映像のスナップショットを保存することができます。

再生映像にブックマークを付けることができます。

このボタンを押すと、表示されている再生映像の時刻を同時刻にそろえる
ことができます。

178 - User's Manual



 

 

VIVOTEK - Built with Reliability

 
   

 
 

 

   

	  
 

エクスポート機能を使用してビデオクリップをエクスポートしま す。

以下の[開始時間]メニューと[停止時間]メニューを使用して、ビデオクリップ の長さを選択し ま

す。クリップの長さによっては、エクスポートが完了するまでに時間がかかる場合があります。

デフォルトのエクスポートの長さは30分です。

全方位カメラなどの特殊なカメラの場合、ビューセルをクリックすると歪み補正タイプなどのコントロールオ

プションを表示できます。
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4-4.  グラフィカルなレイアウトと画面構成- 検索

検索結果5

再生ボタン

  

 

1  
 

2
3  

4
 

5

検索ウィンドウには以下の画面要素があります。

項目 名前 内容
検索条件

アラームの種類

トリガータ イプ

検索結果

パネルから検索条件を設定できます。デバイス、タイムスパン、イベントやアラー
ムの種類、 トリガータイプなどを選択できます。
イベントやアラームが発生した検索時間を指定します。
システムで設定済みのアラームを選択します。

システムイベントトリガー、サイバー攻撃、DI/DO、VCA検出トリガーなどの
さまざまなトリガータイプがあります。

表示される結果にはアラーム名、発生時刻、トリガー元、トリガータイプが
含まれます。

❶検索条件

❷時間範囲選択

  
❸アラームの種類

❹トリガータイプ

時間範囲選択
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1. [検索の種類]でアラーム検索を選択。[機器]ですべてのデバイスを選択。さらに検索する時間範囲を設
定します。[アラーム]ですべてのアラームを選択し、[トリガー]ですべてのトリガーを選択して[検索]ボタンを押
します。

 

2.

 

検索結果が表示されます。ここに表示される再生ボタンを押すと、右側のウインドウで動画を確認すること
ができます。

   
 

アラーム検索の例：
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第5章 システム設定

システム設定ページは、ローカルコンソールのものと同じです。設定画面が同じであるため、以降の画面

は省略します。88ページのローカルコンソールを使用したシステム設定の説明をご参照ください。
 

  

 

 
 

ただし、Webコンソールとローカルコンソールで細かな違いがあります。その1つが、工場出荷時のデフォルト

に復元する機能です。この機能はWebコンソールでのみ使用できます。

復元機能はローカルコンソールで は使用できません。NVR内部の[リセット]ボタンを使用してシステムのデフ

ォルトの復元を実行できます。
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以下の文字はサポートされておりません。

 
[>][<][)][(]["][%][;][#][&][+][-][\]

もう1つの違いは、英語以外の言語を使用してカメラまたはシステム名を入力できることです。

NVRのシステム名 に、他の言語を使用することができます。これはWebコンソールでのみ行えます。
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Technology License Notice

Notices from HEVC Advance:
THIS PRODUCT IS SOLD WITH A LIMITED LICENSE AND IS AUTHORIZED TO BE 
USED ONLY IN CONNECTION WITH HEVC CONTENT THAT MEETS EACH OF THE THREE 
FOLLOWING QUALIFICATIONS: (1) HEVC CONTENT ONLY FOR PERSONAL USE; (2) 
HEVC CONTENT THAT IS NOT OFFERED FOR SALE; AND (3) HEVC CONTENT THAT IS 
CREATED BY THE OWNER OF THE PRODUCT. THIS PRODUCT MAY NOT BE USED IN 
CONNECTION WITH HEVC ENCODED CONTENT CREATED BY A THIRD PARTY, WHICH 
THE USER HAS ORDERED OR PURCHASED FROM A THIRD PARTY, UNLESS THE USER 
IS SEPARATELY GRANTED RIGHTS TO USE THE PRODUCT WITH SUCH CONTENT BY A 
LICENSED SELLER OF THE CONTENT. YOUR USE OF THIS PRODUCT IN CONNECTION 
WITH HEVC ENCODED CONTENT IS DEEMED ACCEPTANCE OF THE LIMITED AUTHORITY 
TO USE AS NOTED ABOVE.

H.264
THIS PRODUCT IS LICENSED UNDER THE AVC PATENT PORTFOLIO LICENSE FOR THE 
PERSONAL AND NON-COMMERCIAL USE OF A CONSUMER TO (i) ENCODE VIDEO IN 
COMPLIANCE WITH THE AVC STANDARD ("AVC VIDEO") AND/OR (ii) DECODE AVC VIDEO 
THAT WAS ENCODED BY A CONSUMER ENGAGED IN A PERSONAL AND NON-COMMERCIAL 
ACTIVITY AND/OR WAS OBTAINED FROM A VIDEO PROVIDER LICENSED TO PROVIDE 
AVC VIDEO. NO LICENSE IS GRANTED OR SHALL BE IMPLIED FOR ANY OTHER USE. 
ADDITIONAL INFORMATION MAY BE OBTAINED FROM MPEG LA, L.L.C. SEE HTTP://WWW.
MPEGLA.COM

この装置は、クラス A 情報技術装置です。この装置を住宅環境で使用すると電波妨害を引き起こすことが
あります。この場合には使用者が適切な対策を講ずるよう要求されることがあります。                         

             VCCI-A

VCCI規制について

Electromagnetic Compatibility (EMC)
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責任
① 本書の内容は、将来予告なしに変更する場合があります。
② 本書の内容について万全を期して作成いたしましたが、万が一ご不審な点や誤り、記載もれなどお気
    づきの点がございましたら、お買い求めの販売店にご連絡ください。
③ 製品を運用した結果の影響については②項にかかわらず責任を負いかねますのでご了承ください。

廃棄について
企業でご使用のお客さまは、本製品を産業廃棄物として扱ってください。
本製品を廃棄するときは、地方自治体の条例または規則に従って処理してください。
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